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１ 地域力のあるまちづくり 【１】区民との協働の充実（１）  【１】区民との協働の充実（２）  
 

事業名 
 

自治会・町会会館の整備助成  

予算額 ９，２００万円 

 
 

事業の 

ねらい  

地域の活性化と地域力の向上を図るため、自治会・町

会会館の新築等（新築・改築・増築）に要する経費の助

成額をアップし、拠点整備の促進を図ります。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

（１） 会館新築、改築等の助成金及び件数  
   助成金１自治会・町会につき  2,000 万円  

1,500 万円から増額  
件数 ４件  

（２） 会館解体費用の助成金及び件数  
助成金１自治会・町会につき  100 万円  
50 万円から増額  
件数 １件  

（３） 土地購入の助成金及び件数  
助成金１自治会・町会につき  500 万円  

   件数 １件  
（４） 会館修繕費用の助成金及び件数  

助成金１自治会・町会につき  600 万円  
   件数 １件  
※ 助成額の上限は 2,500 万円  

 
担当課  区民生活部 区民生活課 

課長氏名  東平 眞明  電話５７４４－１２２１ 

 
問合先 

担当者名  防村     電話５７４４－１２２４ 

 

事業名 ＮＰＯ区民活動フォーラムの開催 

予算額 ５８万円 

 
 

事業の 

ねらい  

区内で活躍する区民活動団体（自治会･町会、ＮＰ

Ｏ、ボランティア団体等）の活動を紹介し、地域活動

への積極的な参加を区民に促すことにより地域の活

性化を図り、地域力を高めることをめざします。 

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

1 パネル展示  
  区民活動団体の活動をパネルにて紹介します。  
2  講演会等  
（1）基調講演  
（2）団体支援と団体活性化のための講座  
 ①パネル作成講座（全 3 回）  

②区民活動に役立つ講座  
（3）区民活動団体の主催するオリジナル講座  

 
担当課  区民生活部 区民・国際交流課 

課長氏名  佐藤 惠美子 電話５７４４－１２２５ 

 
問合先 

担当者名  山本     電話５７４４－１２０４ 
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【１】区民との協働の充実（３）  【１】区民との協働の充実（４）  
 

事業名 協働実例ハンドブックの作成 

予算額 １２３万円 

 
 

事業の 

ねらい  

様々な協働実例を紹介する冊子を作成し、区民活動団

体・企業等への活用を図り、連携・協働を推進します。

これにより、区内の区民活動団体、企業、区等の連携･

協働により地域活動の活性化をめざします。  

 

事業概要 

1 発行部数  
1,300 部  

2 配布先  
  自治会・町会  
  ＮＰＯ  
  ボランティア団体等   
3 その他  

大田区ホームページに掲載  
 

 
担当課  区民生活部 区民・国際交流課 

課長氏名  佐藤 惠美子 電話５７４４－１２２５ 

 
問合先 

担当者名  山本     電話５７４４－１２０４ 

 

事業名 
 

地域活性化事業  

予算額 ７２０万円 

 
 

事業の 

ねらい  

地域で活動する PTAや NPO団体等と協力して行う自

治会・町会事業に助成することにより、団体間のネット

ワークづくりを進めます。このことにより自分たちのま

ちの課題を自立的に解決する地域力の向上の促進を図

ります。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

・ 新規事業  
・ ３か年計画  
・ 助成の申請は１町会１回のみ  
・ 助成額の上限１０万円  
・ 事業の内容  

① 地域の防災・防犯を高める事業  
② コミュニティの形成に役立つ事業  
③ 地域の福祉力を高める事業  

・ 平成２０年１月１日現在の自治会・町会数 ２１６  
２１６町会÷３年＝７２町会  
 

@１０万円×７２町会分=７２０万円  
 

 
担当課  区民生活部 区民生活課 

課長氏名  東平 眞明  電話５７４４－１２２１ 

 
問合先 

担当者名  防村     電話５７４４－１２２４ 
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【２】安全安心まちづくり（２）  【２】安全安心まちづくり（１）  
 

事業名 区民安全・安心メールサービスの提供 

予算額 ８８４万円 

 
 

事業の 

ねらい  

新たに区ホームページの携帯サイトを活用して、区民

向けに不審者情報や防犯・防災情報を提供し、地域の防

犯と防災力をさらに高めていきます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 区民向け携帯サイトの目的・内容  
（１） 不審者情報等を広く区民に配信することにより、

区全体の防犯意識の向上と犯罪抑止を図ります。

（２） システム構築により、不審者情報配信だけでな

く、他の防犯や防災情報（災害・地震・気象等）

も配信できるようにして情報価値を高めます。  
（３） 防犯パトロールを実施している団体と情報連携

を図り、防犯面の地域力をさらに高めます。  
（４） 災害時等における聴覚障害者の方への情報伝達

ツールとしても活用していきます。  
２ 現行の「こども緊急連絡システム」機能も充実し、

保護者に分かりやすく使いやすいシステムにしてい

きます。  

 
担当課  区民生活部 防災課 

課長氏名  河野 秀夫  電話５７４４－１２３４ 

 
問合先 

担当者名  南川     電話５７４４－１６３４ 

 

事業名 青色回転灯パトロール巡回 

予算額 ３，６３３万円 

 
 

事業の 

ねらい  

犯罪抑止効果の高い青色回転灯車を導入して、新たに

区内の通学路等で巡回パトロールを実施します。  
住民自身で守るという防犯力の向上とともに、地域に

おける不審者の撲滅と犯罪の抑止を図り、安全・安心な

まちづくりを推進していきます。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 新規事業  
（１）通学路等の巡回警備委託    
  （１２地区の通学路等のパトロールが対象）  
（２）青色回転灯購入助成      

（地域自主防犯パトロール団体の巡回車両を対象） 
 ＊この他に、毎年度、公園等の巡回パトロール警備委

託を実施しています。  
２ 効 果  
 青色回転灯車による巡回パトロールを、通学路等で極

め細かく実施するとともに、すでに実施している公園・

河川敷パトロールとの相乗効果により、不審者の撲滅と

犯罪を抑止して、安全・安心なまちづくりを推進しま

す。  

担当課  区民生活部 防災課 

課長氏名  河野 秀夫  電話５７４４－１２３４ 

 
問合先 

担当者名  南川     電話５７４４－１６３４ 
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【２】安全安心まちづくり（４）  【２】安全安心まちづくり（３）  
 

事業名 地域安全センターの活動支援 

予算額 １００万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 地域の防犯力を高めるため、自治会を中心とした合同

パトロール団体の活動を支援し、地域安全センター（旧

交番）が防犯活動の拠点になることをめざします。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 対象団体  
１０か所のふれあい安心センター・地域安全センタ

ーの管内にある自治会・町会を中心とした、合同パトロ

ールを実施する団体を対象とします。  
（１０か所の地域安全センターの内訳）  

穴守稲荷、東糀谷、西六郷一丁目、矢口、沼部、南千

束、八景園、平和島、京浜島の各旧交番  
 
２ 助 成  

１団体 １０万円  
 
３ 活動内容  

合同パトロール活動、定期会議の開催、広報活動など

  
 

担当課  区民生活部 防災課 

課長氏名  河野 秀夫  電話５７４４－１２３４ 

 
問合先 

担当者名  南川     電話５７４４－１６３４ 

 

事業名 安全安心パトロールの支援 

予算額 ３８６万円 

 
 

事業の 

ねらい  

地域で活動するパトロール団体の活動基盤を強化し、

安全・安心な地域づくりを高めるため、活動団体への支

援を行ないます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 対象団体  
２０年度は、１７年度に安全安心パトロールの助成を

した１２７団体を対象として活動費の一部を支援しま

す。  
〔全団体数１９７団体〕  
（内訳１７年度１２７、１８年度４５、１９年度２５） 

 
２ 活動団体への支援額 ３８１万円  
 （内訳 1 団体 30,000×127 団体）  
 
３ 効 果  
 活動経費の一部助成により、パトロール活動の活性化

と構成員の拡大を図り、地域の防犯力を高めます。  

 
担当課  区民生活部 防災課 

課長氏名  河野 秀夫  電話５７４４－１２３４ 

 
問合先 

担当者名  南川     電話５７４４－１６３４ 

  4



【２】安全安心まちづくり（５）  【２】安全安心まちづくり（６）  
 

事業名 
 

防災行政無線（固定系）の更新 

予算額 １，２３７万円 

 
 

事業の 

ねらい  

固定系無線設備について、国のデジタル化への動向や

特性を生かした運用面等を勘案して、現在のアナログか

らデジタル化により設備更新し、災害時の迅速な情報伝

達を行い、区民の生命と財産を守っていきます。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 平成 20 年度は、前年度に行った現況調査結果を受

けて、基本設計と実施設計を行います。  
 （設備現況 親局２局、屋外放送塔２００局等）  
（1）基本設計  
   現状把握と要求分析、設備運用・機能設計等  
（2）実施設計  
   設備更新仕様作成、関係省庁諸手続き、設備更新

事業者選定等  
２ 設置工事  
 平成 21･22 年度に実施予定  
３ 効 果  
 １９年度の移動系デジタル防災無線の配備に続き、固

定系無線もデジタル化することで、災害時の情報伝達

を円滑に行い、区民の生命を守っていきます。  

 
担当課  区民生活部 防災課 

課長氏名  河野 秀夫  電話５７４４－１２３４ 

 
問合先 

担当者名  長沼      電話５７４４－１２３６ 

 

事業名 

 

災害時要援護者対策の推進 

（家具転倒防止金具の支給）  

予算額 １，２１８万円 

 
 

事業の 

ねらい  

大田区地域防災計画の重点的な取り組みである災害

時要援護者（高齢者や身体障害者手帳等をお持ちの方）

対策の一環として、家具転倒防止器具を支給し、震災時

の被害の軽減を図ります。区民の防災意識の動機づけを

図ると共に、防災まちづくりを推進します。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 対 象  
  世帯全員が住民税非課税で次のいずれかに該当す

る方です。 

（１）６５歳以上の一人暮らし、又は６５歳以上のみの

世帯 

（２）身体障害者手帳１・２級の方がいる世帯 

（３）精神障害者保健福祉手帳１・２級の方がいる世帯 

（４）愛の手帳   １・２度の方がいる世帯 

（５）介護保険制度の要介護３～５の方がいる世帯  
２ 支 給  
  タンス２棹まで 3 種類の家具転倒防止器具（圧着ポ

ール・防止板・Ｌ型金具）を組み合わせて支給し、取

り付けまでを実施します。  
３ 効 果 発災直後の家財での死者や負傷者を軽減

することができます。  
担当課  区民生活部 防災課 

課長氏名  河野 秀夫  電話５７４４－１２３４ 

 
問合先 

担当者名  吉田     電話５７４４－１２３５  
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【２】安全安心まちづくり（７）  【２】安全安心まちづくり（８）  

事業名 
災害時要援護者対策の推進 
（災害時要援護者の情報整備）  

予算額 ５２７万円 

 
 

事業の 

ねらい  

高齢者や障害者などいわゆる災害時要援護者について、

区が保有するデータを活用し、要援護者の支援を推進す

るため情報を整備します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 経緯 

区は、自治会・町会での災害時要援護者の支援組織づ

くりを進めてきましたが、これらの取り組みに加えて

災害時要援護者の名簿を作成し、区内の状況を把握す

るとともに、災害時に活用できるよう態勢を整えます。

２ 概要 

（１）区が保有する高齢者や障害者のデータを活用して

災害時要援護者の名簿を作成し、保健福祉関係各課、

防災課、地域行政センター、特別出張所などで共有し

ます。 

（２）災害時には地域での助け合いが何よりも大切で

す。災害時要援護者として情報提供に同意した方の名

簿は、個人情報保護に万全を期して、消防署、警察署

にも提供する予定です。 

また、今後、調整が整い次第自治会・町会や民生

委員へ提供する予定です。  
問合先 保健福祉部 計画調整課  
 課長 大場 大志  電話５７４４－１２４１  

  担当 菅野     電話５７４４－１２４４  
 区民生活部 防災課  

 課長 河野 秀夫  電話５７４４－１２３４  
  担当 田中     電話５７４４－１２３７ 

 

事業名 

 

学校避難所への特設公衆電話の設置 

予算額 ８４７万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 災害時に、避難者が速やかに安否連絡や確認ができる

ようＮＴＴと連携して９１か所の学校避難所に災害時

に優先電話を設置します。被災者の早期の安否確認によ

り被災者の不安感を和らげ、被災地域の混乱防止や社会

的秩序の維持に有効です。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 対 象  
学校避難所９１施設（１施設あたり５～１０回線）  

２ 災害時特設公衆電話  
 災害救助法により被災者の通話を確保するため設置

する無料の公衆電話で、同時に災害時優先電話となり

ます。  
３ 学校避難所の概況  
 耐震補強、受水槽の緊急遮断弁、学校備蓄倉庫、避難

所運営協議会、防災無線の配備により、避難所機能を

強化しており、さらに、特設公衆電話を導入します。 
４ 効 果  
 早期に安否確認できる優先電話を確保することで、被

災者の不安を和らげることができます。  

 
担当課  区民生活部 防災課 

課長氏名  河野 秀夫  電話５７４４－１２３４ 

 
問合先 

担当者名  佐野      電話５７４４－１６３３ 
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【２】安全安心まちづくり（９）  【２】安全安心まちづくり（１０）  
 

事業名 

 

洪水ハザードマップの作成・周知 

予算額 ２４５万円 

 
 

事業の 

ねらい  

洪水時の被害予測を地図にし、区民一人ひとりが、地

域の浸水被害の可能性を事前に知ることで、円滑な避難

行動につながり、危機管理意識の向上を図るともに、区

民の生命、財産を守ります。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 作成するハザードマップ  
多摩川版と中小河川版の２種を作成します。  

（1）多摩川版は、国が公表した「多摩川浸水指定区域

図」をもとに、多摩川の堤防が決壊した場合の浸水

深、避難場所等を示したものです。  
（2）中小河川版は、都が公表した「城南地区河川流域

浸水予想区域図」をもとに、中小河川流域の浸水想

定区域や浸水深、避難場所等を示したものです。  
２ 周知方法  
（1）６月以降の水防時期には、区報（６月１日号）で

区内各世帯（約３２万部）に折り込んで周知します。

（2）４月以降ホームページでも閲覧できます。  
３ 効 果  
 洪水ハザードマップの周知により、水害時に区民が安

全に避難できるようになります。  
担当課  区民生活部 防災課 

課長氏名  河野 秀夫  電話５７４４－１２３４ 

 
問合先 

担当者名  富永     電話５７４４－１６１１ 

 

事業名 雨水貯留槽設置助成 

予算額 ８０万円 

 
 

事業の 

ねらい  

河川等への雨水の流出を抑制し、水害の防止及び水質

改善など都市の安全性向上を図るため、雨水の貯留槽を

設置する区民等に対し助成金を交付します。また、貯留

された雨水を植木への散水等に利用するにより、都市環

境の向上を図っていきます。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 助成対象  
  区内に雨水貯留槽を設置する個人及び法人。ただ

し、条件により対象とならない場合があります。  
２ 助成額  

・大型雨水貯留槽（５００リットル以上）  
雨水貯留槽の本体価格及び設置工事費並びに雨水

利用設備工事費の合計額（消費税含む）の２分の１  
 ・小型雨水貯留槽（５００リットル未満）  

雨水貯留槽の本体価格及び設置工事費の合計額（消

費税含む）の２分の１（但し個人の場合は３分の２） 
３ 助成限度額  
 ・大型雨水貯留槽  
   ３０万円  
 ・小型雨水貯留槽  
   1 基に付き 4 万円。１敷地につき 2 基まで  
担当課  まちづくり推進部 建築調整課 

課長氏名  石井 一雄  電話５７４４－１３８１ 

 
問合先 

担当者名  大田     電話５７４４－１３０８  
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【３】地域力を支える施設づくり（１）  【３】地域力を支える施設づくり（２）  
 

事業名 萩中集会所の改築 

予算額 １，７８５万円 

 
 

事業の 

ねらい  

開設から約４０年を経過し、老朽化が進行しているた

め改築します。工事期間中も引き続き利用できるよう、

隣接するガラクタ公園部分に改築・移転します。ガラク

タ公園は、集会所跡地に再整備する予定です。 

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 施設概要（予定） 

（１）建設予定地 大田区萩中三丁目２５番 

 （２）建築面積  約  ７００㎡ 

 （３）延床面積  約２，１００㎡ 

 （４）構造・階数 鉄筋コンクリート造 

地上２階・地下１階 

２ 設計・工事概要（予定） 

 （１）設計   平成２０年度基本設計 

平成２１年度実施設計 

 （２）着工   平成２２年度 

 （３）竣工予定 平成２３年度 

３ 開設予定   平成２３年度中 

４ 事業予算額 

  基本設計委託・地盤調査費  １，７８５万円 

  ※ ガラクタ公園部分の設計・整備費は含みませ

ん。 

担当課 大田東地域行政センター 羽田特別出張所 

課長氏名  小貫  勝  電話３７４２－１４１１ 

 
問合先 

担当者名  相沢     電話３７４２－１４１１ 

 

事業名 
 

大田西地域行政センターの新築と移転  

予算額 ６億４，８０３万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 区民の利便性と総合的な区民サービスの向上を図る

ため、これまでの地域福祉課、地域健康課、生活福祉課

にまちなみ整備課を統合し、地域の拠点としての機能強

化を図る。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 工事場所：大田区雪谷大塚町 4 番  
 主要用途：庁舎（地域福祉課、地域健康課、生活福祉  

課、まちなみ整備課）  
 構造規模：鉄筋コンクリート造、地上 5 階、地下 1 階  
      搭屋 1 階  
 敷地規模：1348.49 ㎡  
 建築面積： 577.50 ㎡  
 延べ面積：3415.34 ㎡  
 最高高さ： 19.60 ㎡  
 工事着工：平成 19 年 3 月  
 竣工予定：平成 20 年 9 月  
 供用開始予定：平成 20 年 10 月  

 
担当課 大田西地域行政センター 地域福祉課 

課長氏名  高橋 正志 電話 ３７２６－４１９５ 

 
問合先 

担当者名  寺田     電話 ３７２６－４１３５ 
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【３】地域力を支える施設づくり（３）  【３】地域力を支える施設づくり（４）  
 

事業名 
 

大森東特別出張所の改築 

予算額 ２億８，１９０万円 

 
 

事業の 

ねらい  

地域力を支える拠点である特別出張所の老朽化が著

しいため移転改築を行います。来所する区民の皆様の利

便性とバリアフリーに配慮するとともに、地域防災機能

の強化を図る施設とします。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 改築の概要  
(1)改築予定地 大田区大森南四丁目 9 番  
(2)敷地面積  約 1,000 ㎡  
(3)延床面積  約 900 ㎡  
(4)構造等   鉄筋コンクリート造・地上 2 階  

  事務スペースの他に、会議室、防災倉庫を予定して

います。  
２ 改築スケジュール概要  
 (1)平成 20 年度 8 月頃   実施計画  

(2)平成 21 年度 7 月    着工  
(3)平成 22 年度 7 月    竣工・移転  

３ 改築予算  
 (1)土地購入費    ２億５，４０５万円  

(2)実施設計委託料等   ２，７８５万円  

 
担当課 大田北地域行政センター 大森東特別出張所 

課長氏名  井上 隆義  電話３７４１－８８０１ 

 
問合先 

担当者名  安藤      電話３７４１－８８０１ 

 

事業名 
 

区民保養施設等の更新  

予算額 １，０００万円 

 
 

事業の 

ねらい  

区民の健康増進及び児童の移動教室として利用され

ている伊豆高原荘と伊豆高原学園について、施設の活用

を再検討し、老朽化した建物及び土地の有効活用、事業

手法などを探ります。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 
伊豆高原荘は区民保養施設、伊豆高原学園は移動教室

として利用しています。  
それぞれの施設は昭和４２年に建設され、築後４０年

を経過しており老朽化も進んでいます。  
毎年、部分的な改修は行ってきていますが、バリアフ

リーなど改修では対応できない状況になっています。  
両施設とも伊豆高原駅に近接しているものの国立公

園内にあることから様々な制約があり、建て替えるにし

ても、その規模が限定されています。  
そこで、今後の市場性、有効性、事業フレームの手法

について調査委託を行います。  

 
担当課  区民生活部 区民生活課 

課長氏名  東平 眞明  電話５７４４－１２２１ 

 
問合先 

担当者名  萩谷      電話５７４４－１２２２ 

  9



【３】地域力を支える施設づくり（６）  【３】地域力を支える施設づくり（５）  
 

事業名 
 
（仮称）大森西四丁目区営住宅の建設 

予算額 ２億４，０３０万円 

 
 

事業の 

ねらい  

老朽化した区営住宅の建て替えにより、区民（居住者）

へ安全で安心できる住環境の整備を進めていきます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 
・ 老朽化した中央四丁目アパートの建て替え事業とし

て、（仮称）大森西四丁目区営住宅を建設します。

この建設計画は、旧勤労福祉会館跡地と隣接する既

存区営住宅の建て替えを含めたものです。  
19 年度は実施設計及び地盤調査を行い、平成 20 年

度は第一期工事として旧勤労福祉会館跡地の建設

工事に着手します。  
 

平成 20 年 7 月  建設工事（第一期）着工予定  
         予算額 2 億 4,030 万円  
平成 21 年 10 月  竣工予定（第一期）  
         予算額 3 億 5,584 万円  
         合計  5 億 9,614 万円    

 
担当課  まちづくり推進部 住宅課 

課長氏名  金子 武史  電話５７４４－１３４２ 

 
問合先 

担当者名  大西      電話５７４４－１３４３ 

 

事業名 
 

（仮称）山王三丁目区営住宅の建設 

予算額 １億３，０９６万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 老朽化した区営住宅の建て替えにより、区民（居住者）

へ安全で安心できる住環境の整備を進めていきます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 
・ 老朽化した中央四丁目アパートの建て替え事業とし

て、（仮称）山王三丁目に区営住宅を建設します。  
  19 年度は、実施設計及び地盤調査を行い、平成 20

年度は建設工事に着手します。  
 
 
 
平成 20 年 7 月 建設工事着工予定  
        予算額 1 億 3,096 万円  
平成 21 年 7 月 竣工予定         
        予算額 1 億 3,842 万円  
        合計  2 億 6,938 万円  

 
担当課  まちづくり推進部 住宅課 

課長氏名  金子 武史  電話５７４４－１３４２ 

 
問合先 

担当者名  大西      電話５７４４－１３４３ 
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【４】区民の学習スポーツ活動の充実（１）  【４】区民の学習スポーツ活動の充実（２）  
 

事業名 
 

図書館インターネットの稼動 

予算額 ６，２６６万円 

 
 

事業の 

ねらい  

図書館利用サービスにインターネットサービスを導入

することによって、利用者が自宅等から利用できる図書

館資料検索・予約サービスを提供し、サービスの拡大を

図ります。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 
１ インターネットを活用した資料検索・予約システ

ムを導入することにより、利用者はインターネット接

続機能のあるパソコンや携帯電話から大田区立図書

館のホームページに入り、図書館資料の検索や予約、

利用者自身の予約状況や貸出状況を３６５日、２４時

間いつでも利用・確認できます。また予約資料が用意

できたときにお知らせするメール通知サービスも開

始します。  
 
２ 利用者自身の予約状況や貸出状況を、一般電話や携

帯電話から３６５日、２４時間いつでもどなたでも確

認できる、音声応答システムを導入いたします。  

 
担当課   教育委員会事務局 大田図書館 

課長氏名  鈴木 慶三 電話 ３７５８－３４７１ 

 
問合先 

担当者名  舘野     電話 ３７５８－３４７１ 

 

事業名 
 

図書館資料の充実 

予算額 ２億２１万円 

 
 

事業の 

ねらい  

図書購入を充実させることにより、魅力ある資料を利

用者に提供し、行ってみたいと思える図書館づくりをめ

ざします。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 図書館の資料購入費のうち、閲覧用図書費を現年度

の年間１億２，８１０万円から１億８，２０１万円に

増額します。  
 
２ 公開書架の蔵書を充実させるため、標準的にほぼ  
１０年で古いものを廃棄し、新しいものに更新してい

く態勢をつくります。  
 
３ 特に辞書・図鑑・統計等の参考図書を充実し、調べ

学習・調査研究を支援していきます。  

 
担当課   教育委員会事務局 大田図書館 

課長氏名  鈴木 慶三 電話 ３７５８－３４７１ 

 
問合先 

担当者名  舘野     電話 ３７５８－３４７１ 
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【５】区民主体の新しい区政づくり（１）  【４】区民の学習スポーツ活動の充実（３）  
 

事業名 
大田区総合体育館の建設 

（基金積立、実施設計等）  

予算額 １１億８，９３５万円 

 
 

事業の 

ねらい  

開館から 40 年以上経過し老朽化した大田区体育館を、

「するスポーツ・見るスポーツ」を基本コンセプトとし

た、総合体育館に整備します。 

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

区民の多様なスポーツ活動の拠点に相応しい総合体

育館となるよう、実施設計に取り組みます。体育館の設

計にあたっては、環境への負荷を軽減するようさまざま

なエコ対策を検討します。また、建設費が多額となるた

め、大田区総合体育館整備資金積立基金の積み増しをし

ます。 

（スケジュール） 

20 年 3 月 31 日  閉 館 

20 年 8 月    解体工事着手予定 

21 年 8 月    建設工事着手予定 

平成 23 年度中のオープンを目指しています 

（予算額内訳） 

基金積立     10 億円 

実施設計委託費等 1 億 8,935 万円 

 
担当課 教育委員会事務局 社会教育課        

課長氏名  柿本 伸二 電話 ５７４４―１４４６ 

 
問合先 

担当者名  北村    電話 ５７４４―１４４５ 

 

事業名 基本構想、基本計画の策定 

予算額 １，３８３万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 大田区の将来を見据えた行政運営を行うために、より

効率的・効果的な方向性を示します。  
これにより、区民と行政の共通認識を持ち、様々な施

策・事業に取り組みます。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 平成 19 年度の大田区基本構想審議会の答申を元に、

庁内検討会で議論を進めるとともに、区民の皆様の意見

等をお聞きしながら、平成 20 年度中に基本構想及び基

本計画の策定をめざします。  
 
１ 審議会答申の公表。  
 
２ 庁内検討会による基本構想案・基本計画案の作成。 
 
３ 基本構想案・基本計画案に対するパブリックコメ

ントの実施。  
 
４ 基本構想の策定、基本計画の策定。  

 
担当課  経営管理部 企画財政課 

課長氏名 鴨志田 隆  電話 ５７４４－１１２７ 

 
問合先 

担当者名 新田      電話 ５７４４－１１２４ 
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【５】区民主体の新しい区政づくり（２）  ２ 国際交流都市づくり【１】観光魅力創出、魅力ある商店街づくり（１）  

 

事業名 システム監査の実施 

予算額 １，９００万円 

 

事業の 

ねらい  

＜大田区で初めての情報システム監査の実施＞  
大田区情報システム全般にわたり監査を行い、その信

頼性、安全性、有効性、効率性を検証します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

大多数の職務が情報システムによって処理されるよ

うになり、今までのように処理過程を紙の帳票類で確

認、検査することが困難になっています。  
・情報処理にはシステムダウンなど様々なシステムト

ラブルの危険性が潜んでいるため、これを未然に明ら

かにし事故防止を図ります。  
・事案決定や支出命令等で、システム処理ゆえに表面に

現われにくい不正処理の危険性を明らかにします。  
・財務会計、電子決定、職員、住民基本台帳、福祉等、

主要なシステム全般にわたり監査します。  
・高度な知識・経験を有する情報システムの専門機関

によって、国の定めた「システム監査基準」に基づき

監査を実施します。  
・依頼する監査機関は、大田区のシステム提供業者等に

係っていない専門機関を選定し、中立の立場で公正な

監査を実施します。  
担当課   監査事務局 

局長氏名  須藤 常好  電話５７４４－１４６６ 

 
問合先 

担当者名  毎川      電話５７４４－１４６７ 

 

事業名 
 

（仮称）大田区観光産業振興プランの策定  

予算額 １，０５８万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 大田区の観光行政の基本方針となる計画を策定し、地

域特性を活かした観光産業や観光まちづくりを確立し

ていきます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 基礎的な情報を集めるため、1,000 名規模の来街者

アンケート等の実態把握調査を行います。  
 
２ 調査結果に基づき、（仮称）大田区観光産業振興プ

ランを策定するために、学識経験者、公募区民などに

よる検討委員会を実施します。  
 
 
策定時期 平成 21 年 3 月予定  

 
担当課   産業経済部 産業振興課 

課長氏名  萩原 日出男  電話 ３７３３－６１２７ 

 
問合先 

担当者名  曽根       電話 ３７３３－６１９０ 
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【１】観光魅力創出、魅力ある商店街づくり（２）  【１】観光魅力創出、魅力ある商店街づくり（３）  
 

事業名 
 

おおたの観光魅力創出事業・産業観光情報の提供  

予算額 １，５９４万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 大田区の地域の魅力を、観光資源として PR していき

ます。また、情報発信の仕掛け作りを行い、多くの人が

大田のまちに関心を持ち、足を運んでもらえるようにし

ます。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１  おおたの観光魅力創出事業     ４３９万円  
（大田再発見ツアー  等）  
大田区の集客ポイントを、観光資源として魅力的なも

のとして打ち出します。また、潜在的な観光資源を発掘

し、PR していきます。  
 
２  産業観光情報の提供      １，１５５万円  

（観光情報コーナー運営  等）  
産業プラザに、大田区の観光情報を提供するコーナー

を設置します。また、ホームページや印刷物などにより、

観光情報を広く活用できるように提供します。  
 

 
担当課   産業経済部 産業振興課 

課長氏名  萩原 日出男  電話 ３７３３－６１２７

 
問合先 

担当者名  曽根      電話 ３７３３－６１９０

 

事業名 
 

大田観光ＰＲ訪問（羽田・北京）  

予算額 １５６万円 

 
 

事業の 

ねらい  

（１）区民自らが、大田区の魅力を PR し、地域の魅力

を伝えます。  
（２）羽田空港の国際化による利便性の高まりを、内外

に強くアピールしていきます。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 平成２０年１０月に、大田区・朝陽区友好１０周年を

記念して、観光ＰＲと交流を目的に、区民約２００人が

北京を訪問します。北京では、大田区民が地域に根づく

文化等を披露し、北京の人々が、大田のよさに気づき、

大田を訪問したいという気持ちを高めます。  
 

 
担当課   産業経済部 産業振興課 

課長氏名  萩原 日出男  電話 ３７３３－６１２７ 

 
問合先 

担当者名  曽根      電話 ３７３３－６１９０ 
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【２】活力ある産業（１）  【１】観光魅力創出、魅力ある商店街づくり（４）  
 

事業名 商店街の活性化 

予算額 １，１４３万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 商店街通りの景観を整えたり、バリアフリー化された

トイレ・お休み処を商店街に整備して、来街者にやさし

い空間を創出し、商店街に賑わいを取り戻します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

商店街景観整備事業           ７７万円  
商店街関係者の他に地域住民や NPO、コンサルタン

ト等で協議会を組織し、商店街の役割を見直し・検討す

るとともに、新たなコミュニティ空間の創出を図り、ま

ちづくりの一環として商店街の景観整備を行います。  
 

商店街コミュニティ活性化事業     １，０６６万円  
新たなコミュニティ空間（仮称「まちなかほっと！

コーナー」）を創出するため、商店街会館及び空き店舗

等を活用してお休み処・トイレ等を来街者のために提

供する商店街に対し、施設の整備費の一部を補助しま

す。  
   

 
担当課   産業経済部 産業振興課 

課長氏名  萩原 日出男  電話 ３７３３－６１２７

 
問合先 

担当者氏名 浜        電話 ３７３３－６１８４

 

事業名 
 

大田区産業振興基本戦略の策定  

予算額 １，８１７万円 

 
 

事業の 

ねらい  

工場の減少、後継者、技術・技能継承の問題や商店街

における空き店舗の問題など、区内産業を取り巻く情勢

は大きく変化しています。こうした時代の流れを先取り

し、さらに大田区産業が発展するよう新たな産業振興基

本戦略を策定します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 産業振興基本戦略の策定にあたり、公募区民、学識経

験者、産業関係者等からなる大田区産業振興基本戦略検

討委員会で、産業振興基本戦略のあり方を審議・検討し

ます。  
 検討委員会での意見や提案を整理して報告書を作成

し、この報告書の内容を受けて、区が産業振興基本戦略

を策定します。  
 
スケジュール  
・ 検討委員会の開催 平成 20 年１月～11 月頃  
・ 区長への報告   平成 20 年 12 月中旬  
・ 基本戦略の策定  平成 21 年３月下旬  

 
担当課   産業経済部 産業振興課 

課長氏名  萩原 日出男  電話 ３７３３－６１２７ 

 
問合先 

担当者名  山中       電話 ３７３３－６１９０ 
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【２】活力ある産業（３）  【２】活力ある産業（２）  
 

事業名 
 

中小企業融資（利子補給充実）  

予算額 １億４６２万円 

 
 

事業の 

ねらい  

利子補給制度の充実と、さらに利用しやすい中小企業

融資制度を推進して、区内中小企業者の円滑な事業経営

を支援します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

平成 19 年 10 月 1 日から利用者への長期的で安定的な支援を

行うため､信用保証料補助から利子補給補助に変更しています｡

20 年度は新融資メニューを創設し､通常の利子補給に加えて特

別利子補給を行います｡ 

また､原油高など経済環境の影響を受け､売上高が減少 (10%以

上 )している中小企業者には､経営強化資金をおいて低利融資を

行います｡ 

(一般運転･設備資金 ) 利率 2.4%(利子補給：一般 1.3%､小口 1.5%) 

(経営強化資金 ) 利率 1.7%(利子補給：一般 1.3%､小口 1.5%) 

【新融資メニュー】平成 20 年 4 月 1 日実施予定  

(温暖化対策推進企業支援資金 ) 

(次世代育成サポート推進企業支援資金 ) 

利率 2.4%(利子補給：一般 1.3%､小口 1.5%､さらにこれに加

えて、特別利子補給 0.5%を上乗せして実施 ) など  
 

担当課   産業経済部 産業振興課 

課長氏名  萩原 日出男  電話 ３７３３－６１２７

 
問合先 

担当者名  飯田       電話 ３７３３－６１８５

 

事業名 
 

大田区優秀技能者表彰  

予算額 ９５万円 

 
 

事業の 

ねらい  

大田区内の中小製造業に従事し、極めて優れた技術・

技能を有し、区内の産業の発展に貢献した優秀な技能者

を表彰します。これにより、技術・技能を尊重する社会

的気風を醸成し、技術・技能の振興及び継承に寄与する

ことを目的とします。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

大田区内の中小製造業に従事し、極めて優れた技術・

技能を有し、区内の産業の発展に貢献した優秀な技能者

を公募・審査し、その功績を称え表彰します。  
選考にあたっては、同一職種に長年従事しており、卓

越した技術・技能を有するだけでなく、大田区工業のＰ

Ｒにも協力していただけることなどを基に審査する予

定です。  
なお、対象職種は、製造業の中から要綱等により別途

定めます。  

 
担当課   産業経済部 産業振興課 

課長氏名  萩原 日出男  電話 ３７３３－６１２７ 

 
問合先 

担当者名  保坂        電話 ３７３３－６１８３ 
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【２】活力ある産業（５）  【２】活力ある産業（４）  
 

事業名 
 

おおたモノづくりブランド発信事業  

予算額 ６９８万円 

 
 

事業の 

ねらい  

「大田ブランド」の国内外への発信ＰＲ活動を活性化

することにより、「大田ブランド」の知名度向上、取引

拡大・販路開拓や大田区産業全体への波及効果につな

げます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 「大田ブランド」のＰＲ事業を拡充させ、事業の自立

化を図るため、大田ブランド推進協議会が行う下記の事

業に対し補助金を支出します。  
１ Web サイトリニューアル及びブランド事業紹介動

画の作成              ５８８万円  
  登録企業全社の紹介ページを企業ごとに作成し、全

社の動画にリンクします。動画未作成の企業について

は、新たに動画を作成します。  
２ ポスター・ＰＲリーフレットの作成及び展示会出

展                 １１０万円  
  登録企業の取引拡大・販路開拓等のコンセプトを

明確にしたポスター及びリーフレットを作成し、登録

企業に展示会等での積極的な活用を推進することで、

ブランド事業のＰＲを促進します。  
 

 
担当課   産業経済部 産業振興課 

課長氏名  萩原 日出男  電話 ３７３３－６１２７

 
問合先 

担当者名  青木・大槻    電話 ３７３３－６１８３

 

事業名 
 

大田区工業ＰＲ事業  

予算額 ３０３万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 大田区の工業の実態やモノづくりの魅力について、産

業関係者以外の方々にも広くＰＲすることにより、後継

者や人材の育成、引いては住工調和のまちづくりに対す

る意識向上を図ります。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 区内製造業の発展の歴史や工場集積の現状、工場内の

作業工程等を紹介するコンテンツを作成します。  
若者や区民の方々にモノづくりについて、より認識を

深めていただくためや、産業観光という視点から区内外

に広くＰＲするため、コンテンツをＤＶＤ等にして、産

業プラザ視察時や区主催展示会などで放映し活用しま

す。  
また、学校や図書館等の貸出用として活用を図りま

す。  

 
担当課   産業経済部 産業振興課 

課長氏名  萩原 日出男  電話 ３７３３－６１２７ 

 
問合先 

担当者名  大槻         電話 ３７３３－６１８３ 
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【２】活力ある産業（７）  【２】活力ある産業（６）  
 

事業名 
 

区内工場立地・操業環境整備助成  

予算額 ９，２２４万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 現在、大田区の工場数は減少を続けており、モノづく

り集積力の減退が懸念されます。そこで、区内で操業が

将来的にも可能な工場立地や操業環境を確保し、モノづ

くり集積の維持･強化を図るために、区内で操業を希望

する工業者への支援事業を実施します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 区内工場立地に関する総合支援窓口を開設   5 万円  

 区内モノづくり集積の維持･強化を図るため、事業者が気軽に

相談できる相談窓口機能を産業振興課内に創設します。  

２ 民間貸工場・工業用地マッチング促進    200 万円  

 宅地建物取引業者と提携し、区内操業を希望する企業のニーズ

に合った物件情報等の提供を行います。  

３ モノづくり集積維持･強化支援助成制度  

（小規模事業者向け）             9,019 万円  

工業適地の確保、既存工場の操業環境の向上、工場の区外への

流出防止及び流入促進に資する以下の事業を実施します。  

(1) 区内で工場を新増設する際の費用の一部を支援  

(2) 区内への工場移転費用の一部を支援  

(3) 民間貸工場等へ入居する際に必要な建物附帯設備整備費用

の一部を支援  

 
担当課   産業経済部 産業振興課 

課長氏名  萩原 日出男  電話 ３７３３－６１２７

 
問合先 

担当者名  青木・石川   電話 ３７３３－６１８３

 

事業名 
 

工業用地再開発支援事業  

予算額 ６億８，０６６万円 

 
 

事業の 

ねらい  

大森南四丁目９番の公共用地に事業用定期借地権を

設定する等、事業手法を検討し、製造業の用地として活

用します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

用地の概要  
（１）所在地（住居表示）  

大森南四丁目９番  
（２）敷地面積  

約 2,624 ㎡  
（３）用途地域  

工業専用地域  
（４）今後の予定  

 平成 20 年度中に、事業手法の検討や使用者の公

募を行います。  

 
担当課   産業経済部 産業振興課 

課長氏名  萩原 日出男  電話 ３７３３－６１２７ 

 
問合先 

担当者名  森本       電話 ３７３３－６１９０ 
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【２】活力ある産業（９）  【２】活力ある産業（８）  
 

事業名 
 

（仮称）おおた観光・物産展の開催  

予算額 １，１２７万円 

 
 

事業の 

ねらい  

羽田空港の国際化を控え、東京あるいは日本の玄関口として大

田区の特性を活かし、全国の友好交流都市や産業集積都市・空港

都市などと有機的な連携を図り、商店街をはじめとした地域産業

の活性化を図るととともに、大田の観光振興につなげます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

広く区内外の商業者等に呼びかけ、各地域の銘品・

逸品(食品、工芸品等)の展示・販売を行います。   

また、区内外の観光情報や名産品のコンクールを行

い、「大田区の観光資源」を全国に向けて発信します。

 
１ 開催予定時期  

平成 20 年 10 月  
 
２ 場所  
  大田区産業プラザ  
 
３ 主催  
  大田区・(財)大田区産業振興協会・大田観光協会

 
担当課   産業経済部（財団法人大田区産業振興協会）

課長氏名  近藤 倫生   電話 ３７３３－６４３５ 

 
問合先 

担当者名  大倉      電話 ３７３３－６４７７ 

 

事業名 
 

事業承継・モノづくり技術継承事業  

予算額 １８８万円 

 
 

事業の 

ねらい  

優れた熟練技術・技能を持ちながら後継者がいない

ために廃業する企業が増加しており、事業承継に悩む企

業経営者に対する情報提供や個別相談を行い、事業所規

模の縮小や区内雇用の減少に歯止めをかけていきます。 
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１． 事業承継に関する情報提供  
 事業承継方法や必要な法知識などをセミナーの開催

やリーフレットで紹介します。  
２． 事業承継相談  
 事業承継計画作成から経営体制の整備、後継者教育、

株式・財産の分配など具体的な対策に対して、専門家に

よる事業承継相談を行います。  
３．事業承継ケース会議  
 後継者が見つからないために廃業も視野に入れてい

る企業に対しては、各分野の専門家（税理士、公認会計

士、公的機関の専門家）で構成するケース会議を開催し、

ケースに応じた助言やバトンタッチ型事業承継（M&A）

を模索します。  

 
担当課   産業経済部（財団法人大田区産業振興協会） 

課長氏名  近藤 倫生   電話 ３７３３－６４３５ 

 
問合先 

担当者名  田口       電話 ３７３３－６１４４ 
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【２】活力ある産業（１０）   
 

事業名 
 

大田区加工技術フェアの開催  

予算額 ７８７万円 

 
 
 
 
  

 

事業の 

ねらい  

外部に自社の金属加工技術を PR したり、新しい取引

先を拡大する機会が少ない方々にとって、本加工技術フ

ェアは新規顧客開拓につながる絶好のビジネスチャン

スとなります。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

区内で主に金属加工を営む中小企業を募り、各社の加

工技術を展示会形式で PR します。  
発注企業を誘致し、具体的な商談に結びつけます。  
 
＜予定＞  
（１）会期：平成 20 年 7 月 1 日（火）(12:00～17:00)
（２）出展企業数：60 社  
（３）出展参加料：１社 10,500 円  
（４）出展形態：各企業１小間２ｍ×２ｍ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担当課  産業経済部（財団法人大田区産業振興協会）

課長氏名 近藤 倫生   電話 ３７３３－６４３５

 
問合先 

担当者名  中山      電話 ３７３３－６４０４
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【４】快適で安全なまちづくり（１）   
 

事業名 
 

自転車等駐車場の整備  

予算額 ４，８００万円 

 
 

事業の 

ねらい  

大田区は放置自転車対策を緊急に取り組むべき重要

課題として位置づけ、放置自転車問題の解決のため、  
①自転車駐車場の整備②放置自転車の撤去③啓発を行

っています。区民生活の利便性の向上のため、駅周辺の

自転車等利用実態の調査を行います。また、整備が可能

なところから自転車等駐車場の整備をしてまいります。

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

自転車等駐車場整備計画  
今年度は、蒲田駅等に次いで放置自転車の多い平和

島駅など８駅（西馬込駅・雑色駅・京急蒲田駅・久

が原駅・御嶽山駅・糀谷駅・大鳥居駅）の、自転車

等利用の実態を調査・整理・分析を行い、自転車等

利用勢圏図及び利用動線を把握し、自転車等駐車場

の整備計画を策定します。  
自転車等駐車場整備計画委託  
予算額：８９３万円  

問合せ先 まちづくり推進部 道路公園課  
  課長 小塚 幹夫 電話 ５７４４－１３０６  
  担当 落合     電話 ５７４４－１３１５  
 
 
  

  
各センターの自転車等駐車場の整備工事の概要  
 
大田北地域行政センター管内  
箇所 ：大森駅西口自転車駐車場  
    流通センター駅自転車駐車場  
予算額：２，７０７万円  
問合先 大田北地域行政センター まちなみ整備課  
 課長 廣瀬 達志  電話 ５７６４－０６２６  
担当 三浦     電話 ５７６４－０６３０  
 

大田西地域行政センター管内  
箇所 ：大田西地域行政センター管内  
予算額：１，２００万円  
問合先 大田西地域行政センター まちなみ整備課  
 課長 菅  三男  電話 ３７２２－３１１９  
 担当 長岡     電話 ３７２２－２５１４  
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【４】快適で安全なまちづくり（２）  【４】快適で安全なまちづくり（３）  
 

事業名 

都市計画道路の整備 
（都市計画道路補助線街路第４３・４４号線、区画街路

第１号線）  
予算額 ７億３，５３０万円 

 
 

事業の 

ねらい  

主要幹線道路間の交通の円滑化を図るとともに、大岡

山駅前周辺地区まちづくりの交通基盤整備として、都市

計画道路整備に取り組みます。これらの整備により、安

全で快適な道路空間を確保し、快適なまちづくりを推進

します。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 用地の取得の概要  
都市計画道路事業用地の取得  
都市計画道路補助線街路第４３・４４号線  

予算額：４億１，８４０万円  
大岡山駅周辺地区の整備（区画街路第１号線）  

予算額：８，７７５万円  
問合先 まちづくり推進部 道路公園課  
 課長 小塚 幹夫 電話 5744－1306 
 担当 高岡    電話 5744－1312 

２ 整備工事の概要  
都市計画道路補助線街路第４３・４４号線  

予算額：９，５７９万円  
大岡山駅周辺地区の整備（区画街路第１号線）  

予算額：１億３，３３６万円  
問合先 大田西地域行政センター まちなみ整備課  
 課長 菅  三男  電話 ３７２２－３１１９  
 担当 神喰     電話 ３７２２－３１１６  
    宮部     電話 ３７２１－１５４６  

 

事業名 
 

大森駅周辺のまちづくり  

予算額 １，４４６万円 

 
 

事業の 

ねらい  

にぎわいと活力のあるまちづくりの拠点を整備するた

め、（仮称）大森北一丁目開発において、民間活力を利

用した公民複合施設を建設します。その事業推進を行う

民間事業者との基本協定締結・賃貸借契約に向けた専

門的な知識を要する支援業務の委託を行います。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 委託内容  
不動産開発事業の契約・協定等に必要な法的・専門

的な事項のアドバイザリー業務  
・ 基本協定締結に係わる協議支援など  
・ 賃貸借契約締結に向けての課題整理など  

２ 事業の概要  
① 事業用地 大森北１－１０  
② 事業手法 区事業用地に定期借地権を基本とし

て、民間事業者が複合施設を整備する  
③ 公共施設の内容 特別出張所・図書館・自転車

駐車場  
（実績）平成 17 年度 基本計画、基本設計、地盤調査  

平成 18 年度 実施事業計画委託  
平成 19 年度 事業推進、事業者募集・選定  

担当課  まちづくり推進部 都市開発課 

課長氏名  杉村 克之  電話５７４４－１３４１ 

 
問合先 

担当者名  大沼     電話５７４４－１５２６ 
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【４】快適で安全なまちづくり（５）  【４】快適で安全なまちづくり（４）  
 

事業名 
 

蒲田駅周辺地区のまちづくり  

予算額 １，９１７万円 

 
 

事業の 

ねらい  

ＪＲ蒲田駅周辺地区・大森駅周辺地区の将来構想検

討のための基礎調査等の委託と、学識経験者を交えた検

討会を開催します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

中心核としてのＪＲ蒲田駅周辺地区・大森駅周辺地

区が、羽田空港国際化や産業・観光と結びついた、魅力

あるまちとして更新するための戦略を、区基本計画に活

かすよう検討してまいります。  
そのための基礎調査・まちづくりの課題・まちづく

りの目標等を整理するとともに、学識経験者を交えた検

討会を開催し、区の計画を策定してまいります。  

 
担当課  まちづくり推進部 都市開発課 

課長氏名  杉村 克之  電話５７４４－１３４１ 

 
問合先 

担当者名  桶川      電話５７４４－１３３９ 

 

事業名 
 

京急連立関連駅周辺のまちづくり  

予算額 １億６，３０７万円 

 
 

事業の 

ねらい  

京浜急行線連続立体交差事業に併せて、京急蒲田駅、

糀谷駅、雑色駅周辺を組合施行による市街地再開発事業

により整備を行います。その事業主体である関係権利者

組織の活動に対して支援を行います。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 区は京浜急行線連続立体交差事業を契機に、京急蒲

田、糀谷、雑色の３駅周辺地区において、広場などの公

共施設の不足、防災上の危険性や、駅前にふさわしい土

地利用がなされていないなど様々な課題を解決するた

めに、駅前広場の整備、商店街の活性化、住環境の向上

をめざしたまちづくりを推進しています。  
 平成 20 年度は、これまでの成果を踏まえ、京急蒲田

駅周辺では京急蒲田西口駅前地区市街地再開発準備組

合が、糀谷駅周辺では糀谷駅前地区再開発準備組合が、

雑色駅周辺では雑色駅周辺まちづくり研究会が、市街地

再開発の事業化に向け検討を行います。なお、糀谷駅前

地区においては、市街地再開発事業の都市計画手続きを

進めています。  

 
担当課   交通事業本部 交通事業課 

課長氏名  岡田 誠      電話 5744－1355 

 
問合先 

担当者名  関根・恩田・長谷川 電話 5744－1356 

  23



【４】快適で安全なまちづくり（７）  【４】快適で安全なまちづくり（６）  
 

事業名 
 

新空港線「蒲蒲線」の整備促進  

予算額 １,７９７万円 

 
 

事業の 

ねらい  

  区の東西間の移動利便の向上と、東京圏西南部地域か

らの空港アクセス向上に資する、新空港線「蒲蒲線」の

整備事業を促進します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

  新空港線「蒲蒲線」は、平成１２年１月の運輸政策審

議会答申第１８号で、羽田空港アクセス機能の強化に資

するとされ、少なくとも平成２７年までに整備着手する

ことが適当である路線とされています。  
  東急多摩川線と、京急空港線とをつなぐ本路線の整備

によって、区の東西方向の移動の利便性が向上し、東横

線、メトロ副都心線への乗り入れによって、東京圏西南

部地域からの羽田空港アクセスの強化にもなります。  
平成１９年度、鉄道事業者等関係者との勉強会におい

て、整備条件による需要の変化を検討しています。また、

平成２０年度には、路線計画、事業性、整備効果などに

ついて勉強会で検討することにしています。  
  整備促進の一環として、蒲蒲線整備促進区民協議会と

連携し、区民の整備促進の機運を高めていきます。  

 
担当課   交通事業本部 交通事業課 

課長氏名  伊藤 晴司郎   電話５７４４－１３５１ 

 
問合先 

担当者名   森       電話５７４４－１３５４ 

 

事業名 踏切改良 

予算額 ６，１３０万円 

 
 

事業の 

ねらい  

安全で快適なまちづくりを進めるため、8 箇所の踏切

道の改良工事を行います。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

踏切道の拡幅並びに歩道部分のカラー舗装工事を鉄

道事業者に委託します。  
○  東日本旅客鉄道 京浜東北線・東海道本線  
･歩道部分のカラー舗装工事  

新田踏切（大森西一丁目 1 番 16 号）  
上仲踏切（蒲田一丁目１番 1 号）  
八幡踏切（仲六郷三丁目 11 番）  

○  東京急行電鉄 池上線・多摩川線  
･拡幅及び歩道部分のカラー舗装工事  

下丸子 4 号踏切（矢口一丁目７番 15 号）  
･歩道部分のカラー舗装工事  

蓮沼 3 号･矢口渡 6 号踏切（西蒲田七丁目 59 番 3 号） 
蓮沼 4 号･矢口渡 7 号踏切（西蒲田七丁目 60 番 8 号） 

 
担当課 まちづくり推進部 まちづくり課 

課長氏名 佐々木 茂樹  電話５７４４－１３３１ 

 
問合先 

担当者名 里見       電話５７４４－１３０４ 
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【４】快適で安全なまちづくり（８）   
 

事業名 
 

コミュニティバスの運行事業  

予算額 ６４１万円 

 
 
 
 
  

 

事業の 

ねらい  

  区内の公共交通不便地域の解消、高齢者等の移動手段

の確保、観光の振興などのための手段として、コミュニ

ティバスの運行を検討します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  区内の公共交通不便地域の解消、高齢者等の日常・社

会活動の利便向上、観光の振興などのための手段とし

て、コミュニティバスの運行を検討しています。  
  平成１９年度では、コミュニティバスの導入方針や導

入の必要な地域の選定、さらに運行事業の方策などを区

民・福祉・商工・観光関係団体の代表者や、バス事業

者、行政関係者で検討しています。  
  平成２０年度には、選定された地域の住民や関係者、

そして行政関係者で構成する「地域検討会」において、

具体的に詳細な調査を行い、路線計画や運行計画などを

検討することにしています。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

担当課   交通事業本部 交通事業課 

課長氏名  伊藤 晴司郎   電話５７４４－１３５１ 

 
問合先 

担当者名   森       電話５７４４－１３５４ 
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【４】快適で安全なまちづくり（９）   
 

事業名 
 

橋梁の耐震整備（耐震補強整備）  

予算額 ３億５，６８３万円 

 
 

事業の 

ねらい  

災害に強いまちづくりを推進するため、鉄道敷に架か

る 7 橋と災害時の避難道路等に架かる８橋の耐震整備

を進めます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

鉄道事業者と協定を結び、鉄道敷に架かる 3 つの跨線人

道橋の耐震補強設計を委託します。  
耐震補強設計委託 2,575 万円  
薬師跨線人道橋、仲町跨線人道橋、町屋跨線人道橋 

問合先 まちづくり推進部 まちづくり課  
課長 佐々木 茂樹 電話 ５７４４－１３３１  

  担当 里  見       電話 ５７４４－１３０４  
 
各センターの橋梁耐震補強の概要  

大田北地域行政センター管内  
耐震補強（落橋防止等）工事を行います。  
耐震補強工事 1 億 656 万円  
霊山橋、日蓮橋、山王歩道橋、平和島入口歩道橋、

平和島歩道橋  
問合先 大田北地域行政センター まちなみ整備課  

  課長 廣瀬 達志  電話 ５７６４－０６２６  
  担当 中野     電話 ５７６４－０６３１  
 

 

 
 
大田西地域行政センター管内  

落橋防止工事  1 億 8,600 万円  
永久橋、雪見橋、花見橋、月見橋  
耐震補強設計委託 322 万円  
桜橋人道橋  

問合先 大田西地域行政センター まちなみ整備課  
 課長 菅  三男  電話 ３７２２－３１１９  
 担当 馬場     電話 ３７２２－３１１６  

 
大田南地域行政センター管内  
 多摩川沿い道路に架かる横断歩道橋  

耐震補強工事 3,530 万円  
古市富士見歩道橋、多摩川小学校前歩道橋  

問合先 大田南地域行政センター まちなみ整備課  
課長 吉田 博   電話 ５７１３－２００５  

  担当 須山     電話 ５７１３－２００７  
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【４】快適で安全なまちづくり（１０）   
 

事業名 
 

橋梁の耐震整備（架替整備）  

予算額 １億２，２８０万円 

 
 

事業の 

ねらい  

災害に強いまちづくりを推進するため、災害時の避難

道路等に架かる 3 橋の耐震架替工事等を行います。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

耐震架替の基本設計  
 二級河川呑川に架かる本村橋の架替について、地域や

関係各署との調整を図るため、基本設計を行います。  
本村橋基本設計委託      800 万円  

 （久が原一丁目 3 番～仲池上一丁目 32 番先）  
問合先 まちづくり推進部 まちづくり課  

課長 佐々木 茂樹 電話 ５７４４－１３３１  
  担当 里見     電話 ５７４４－１３０４  
 
 
各センターの架替整備の概要  

大田西地域行政センター管内  
仲ノ橋架替工事実施設計委託 1,480 万円  

問合先 大田西地域行政センター まちなみ整備課  
 課長 菅  三男  電話 ３７２２－３１１９

 担当 馬場     電話 ３７２２－３１１６

 
 

 大田東地域行政センター管内  
 八幡橋架替工事 １億円（平成 20 年度分）  
問合先 大田東地域行政センター まちなみ整備課 

課長 狩野 公明  電話 ３７４１－３１５４  
  担当 寺林     電話 ３７４１－３１６９  
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【４】羽田空港及び臨海部のまちづくり（２）  【４】羽田空港及び臨海部のまちづくり（１）  
 

事業名 
 

基金の積立  

予算額 ８０億円 

 
 

事業の 

ねらい  

 沖合展開事業により発生する跡地を、魅力ある拠点と

して整備、開発するため、基金に積み立てを行います。

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 平成１９年１０月３１日に開催された第４８回羽田

空港移転問題協議会 (三者協：国、都、大田区、品川区

で構成 )で「羽田空港跡地利用基本計画（素案）」がま

とめられました。  
この考え方に基づいて、区民にとって望ましい跡地利

用を進めていくには、跡地を取得し確実に計画実現に向

けて取り組んでいく必要があります。  
そのため、跡地の取得・整備に必要となる財源につい

ては計画的に確保し、着実に積み立てを行います。  

羽田空港対策積立基金 (平成 18 年度末現在高 ) ２８億円

平成１９年度積立金  ６０億円

平成２０年度積立金  ８０億円

合計（平成２０年度末積立合計見込額）  １６８億円 

 
担当課  経営管理部 企画財政課(空港臨海担当) 

課長氏名  藤田 正人 電話 ５７４４－１６４９ 

 
問合先 

担当者名  斎藤    電話 ５７４４－１６５０ 

 

事業名 
 

空港臨海部整備基本計画の策定  

予算額 ７８１万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 平成１９年度に実施した空港臨海部基本調査を踏ま

え、空港臨海部(空港周辺及び臨海部)の将来像を描き、

その計画に沿ったまちづくりを進めます。  

 

事業概要 

 
 
 

 臨海部の特徴を活かし、産業の活性化を図るとともに

区民にとっても魅力的な地域とするため、臨海部の土地

利用や都市基盤施設の方向付けを行います。  

 
担当課  経営管理部 企画財政課(空港臨海担当) 

課長氏名  藤田 正人 電話 ５７４４－１６４９ 

 
問合先 

担当者名  斎藤    電話 ５７４４－１６５０ 

  28



【５】国際交流・文化交流の充実（２）  【５】国際交流・文化交流の充実（１）  
 

事業名 大田区くらしのガイド外国語版作成 

予算額 ２０５万円 

 
 

事業の 

ねらい  

日本語を十分に理解することが困難な区内在住の外

国人に対し、緊急時の対応や制度の紹介など、生活に必

要な情報を多言語で提供します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

作成概要  
１ 形態  A4 版 約 70 ページ 一色刷り  

「日本語 英語」  
「日本語 中国語」  
「日本語 ハングル」の 3 種類  

 
２ 部数  全 5,000 冊  
         
３ 配付場所 区役所本庁舎・特別出張所・地域行政

センター・文化センター・図書館  等  

 
担当課  区民生活部 区民・国際交流課 

課長氏名  佐藤 惠美子 電話５７４４－１２２５ 

 
問合先 

担当者名  赤上      電話５７４４－１２２７ 

 

事業名 
 

中国北京市朝陽区との交流の推進  

予算額 ２４５万円 

 
 

事業の 

ねらい  

朝陽区との交流・親睦を深めることにより、国際性を

高めます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

大田区は中国北京市朝陽区と合意書に基づき、青少年

等の親善交流をすすめてきました。昨年は、友好 10 周

年を記念して朝陽区親善訪問団が来日し、相互の理解を

深めました。今年度は大田区から代表団を派遣し、友好

関係をさらに深めていきます。  
１ 代表団 ６人  
２ 内容  朝陽区人民政府訪問  
      北京市行政視察  

 
担当課  区民生活部 区民・国際交流課 

課長氏名  佐藤 惠美子 電話５７４４－１２２５ 

 
問合先 

担当者名  藤倉     電話５７４４－１２２７ 
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【５】国際交流・文化交流の充実（４）  【５】国際交流・文化交流の充実（３）  
 

事業名 
 

アメリカ合衆国セーラム市との交流の推進  

予算額 ３４３万円 

 
 

事業の 

ねらい  

セーラム市との交流・親睦を深めることにより、国際

性を高めます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 大田区民訪問団の派遣  
区民訪問団をセーラム市に派遣します。  
市庁舎・博物館・小中学校訪問等  

 
２ セーラム市民訪問団の受け入れ支援  

セーラム市民訪問団の来日の受け入れを支援しま

す。  
区役所・郷土博物館・学校訪問、区民との交流会等  

 
３ セーラム市との絵画交流展  

①  セーラム市の児童・生徒の作品の区内展示  
②  区内中学生の作品をセーラム市で展示  

 

 
担当課  区民生活部 区民・国際交流課 

課長氏名  佐藤 惠美子 電話５７４４－１２２５ 

 
問合先 

担当者名  土岐     電話５７４４－１２２７ 

 

事業名 友好都市パネル展及び友好都市ふれあいひろば 

予算額 ２８万円 

 
 

事業の 

ねらい  
国内の友好都市である長野県東御市と秋田県美郷町

を広く区民に PR することで、交流の発展を図ります。 

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 友好都市パネル展  
（１） 平成 20 年 5 月 15 日（木）～5 月 21 日（水） 

    区役所本庁舎１階北ロビー  
（２） 平成 20 年 10 月 15 日（水）～10 月 20 日（月） 

    区役所本庁舎１階北ロビー  
２ 友好都市ふれあいひろば  
    平成 20 年 10 月 18 日（土）・19 日（日）  
    蒲田駅西口駅前広場  

 
担当課  区民生活部 区民・国際交流課 

課長氏名  佐藤 恵美子 電話５７４４－１２２５ 

 
問合先 

担当者名   荒野     電話５７４４－１２２６ 
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【５】国際交流・文化交流の充実（５）  【５】国際交流・文化交流の充実（６）  
 

事業名 
 

日本語ボランティア養成講座  

予算額 １４０万円 

 
 

事業の 

ねらい  

  
区内に在住する外国人への日本語支援事業として、

日本語を教えるボランティア養成講座を開催し、交流

の推進を図ります。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 期間 平成 20 年 5 月末~平成 21 年１月末  
     毎週水曜日、30 回（夏期・年末年始は休み）

 
２ 人数 30 人  

 
３ 内容  日本語教師養成指導者が、初級向け教材を

使用して日本語の教授方法を中心に連続講

義を行います。講座修了者は、日本語ボラン

ティアとして区内在住外国人を支援します。

 
 

 
担当課  区民生活部 区民・国際交流課 

課長氏名  佐藤 惠美子 電話５７４４－１２２５ 

 
問合先 

担当者名   藤倉     電話５７４４－１２２７ 

 

事業名 
 

区民ギャラリーの整備  

予算額 ２１３万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 
区施設に区民団体等の作品を展示することにより、文

化活動の場を提供し、活動を地域へ発信する機会を増や

します。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

広く区民が集まる、区の施設に区民団体等の作品を展

示します。  
１ 設置場所  

地域行政センター、特別出張所  
２ 展示作品  

区民団体等の絵画、写真、書など  
３ 展示開始時期  

５月以降、整備ができた施設から順次開設します。 
 

 
担当課  区民生活部 区民・国際交流課 

課長氏名  佐藤 恵美子 電話５７４４－１２２５ 

 
問合先 

担当者名   印牧     電話５７４４－１２２６ 
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３ 人にやさしいまちづくり 【１】障がい者福祉の充実（１）  【１】障がい者福祉の充実（２）  
 

事業名 

 

第２期障害福祉計画の策定 

予算額 ９４０万円 

 
 

事業の 

ねらい  

障害者自立支援法に基づき、第２期障害福祉計画（障

害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業の提供

体制の確保に関する計画）を策定します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 計画の期間  
  障害福祉計画は、３年を１期とします。  

 第１期障害福祉計画(平成 18 年度～20 年度) 
 第２期障害福祉計画(平成 21 年度～23 年度) 

２ 計画の主な内容  
障害者自立支援法に定める障害福祉サービス及び

地域生活支援事業について次の事項を定めます。  
（１）実施する事業の内容  
（２）各年度における事業の種類ごとの実施に関する

  考え方及び量の見込み  
（３）各事業の見込量の確保のための方策  
（４）その他実施に必要な事項  

３ 計画策定の方法  
実態調査を踏まえ地域自立支援協議会で審議し、パ

ブリックコメントを経て策定します。  
担当課 保健福祉部 障害福祉課 

課長氏名  佐藤 一義  電話５７４４－１２４９ 

 
問合先 

担当者名  長谷川    電話５７４４－１２５３ 

 

事業名 

 

地域自立支援協議会の運営 

予算額 １４０万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 障害者（児）の地域における自立した生活を支援する

ため、相談支援事業をはじめとする地域の障害福祉に関

するシステムづくりについて協議を行います。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 委員の構成  
相談支援事業者、福祉サービス事業者、障害者団体、 

就労支援関係者、福祉施設事業者、養護学校、学識経

験者等  
 

２ 協議する事項  
（１）障害福祉計画に関すること  
（２）相談支援事業に関すること  
（３）就労支援ネットワークに関すること  
（４）地域の関係機関との連携体制の構築に関すること  
（５）その他障害福祉の増進に必要なこと  
  

 
担当課 保健福祉部 障害福祉課 

課長氏名  佐藤 一義  電話５７４４－１２４９ 

 
問合先 

担当者名  長谷川    電話５７４４－１２５３ 
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【１】障がい者福祉の充実（４）  【１】障がい者福祉の充実（３）  
 

事業名 

 

ケアホームの整備 

予算額 ９，５５２万円 

 
 

事業の 

ねらい  

親亡き後の障害者や、介護者の高齢化・疾病等により

介護を受けられない障害者が、地域で自立して、安心し

た生活を送れるよう居住の場を確保します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

1 所在地  久が原一丁目 1 番  
2 事業内容  

旧久が原土木事務所跡地に社会福祉法人が建設する

ケアホームの施設整備費補助を行います。  
3 整備･運営法人   

社会福祉法人東京都知的障害者育成会  
４施設概要  
（１）事業内容  共同生活介護（ケアホーム）  
（２）利用者定員 7 人  
（３）利用対象  日常生活に介護を必要とする知的障

害者  
５スケジュール  

平成 20 年 8 月～9 月 工事着工  
平成 21 年 2 月     開設  

 
担当課   保健福祉部 障害福祉課 

課長氏名  佐藤 一義  電話５７４４－１２４９ 

 
問合先 

担当者名  亀田・山本   電話５７４４－１６３９ 

 

事業名 

 

短期入所事業の整備 

予算額 ４，６７９万円 

 
 

事業の 

ねらい  

介護者の疾病等により一時的に介護を受けられなく

なった障害者を短期間受け入れる事業で、需要・必要性

が非常に高まっています。この短期入所事業を久が原地

区に開設することで、サービス不足の解消を図ります。 
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

1 所在地  久が原一丁目 1 番  
2 事業内容  

久が原に社会福祉法人が建設するケアホームに併設

のショートステイに施設整備費補助を行います。  
3 整備･運営法人   

社会福祉法人東京都知的障害者育成会  
４施設概要  
（１）事業内容  短期入所  
（２）ベッド数  3 床  
（３）利用対象  知的障害者  
５スケジュール  

平成 20 年 8 月～9 月 工事着工  
平成 21 年 2 月     開設  

 
担当課   保健福祉部 障害福祉課 

課長氏名  佐藤 一義  電話５７４４－１２４９  

 
問合先 

担当者名  亀田・山本   電話５７４４－１６３９ 
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【２】高齢者福祉の充実（１）  【１】障がい者福祉の充実（５）  
 

事業名 
 

障害者就労支援センターの設置  

予算額 １，２７９万円 

 
 

事業の 

ねらい  

これまで培ってきた就労支援のネットワークをさら

に発展させ、ハローワーク、区内養護学校、授産施設と

連携し、障害者の一般就労をさらに促進します。  

事業概要 

 
1 就労促進事業 
就労相談、企業開拓、雇用情報の提供、就労スキル講

習会、マナー研修、就労能力検査などを行います。  
2 職業訓練事業  
登録実習、就労前支援（生活・作業支援）、就労支援、

リセット事業（職場復帰訓練、スキルアップ実習）な

どを行います。  
3 就労定着支援事業  
会社訪問、就労者宅家庭訪問、支援者会議、離職時支

援、生活支援事業などを行います。  
4 ネットワーク事業  
就労促進担当者会議（月１回）、施設見学会、就労者

激励会、就労促進懇談会、事業所見学会、就労促進講

演会、就労担当者セミナー（年２回）などを行います。

 
担当課  新蒲田福祉センター（4 月から障害福祉課）

課長名  市川 邦彦  電話３７３４－０７６３ 

 
問合先 

担当名  西塚     電話３７３４－０７６３ 

 

事業名 地域密着型サービス施設への整備費補助 

予算額 ２億５８０万円 

 

事業の 

ねらい  

 地域密着型サービス事業所の整備を促進するため、社

会福祉法人、民間事業者等に対し整備費等を補助しま

す。  

事業概要 

1 小規模多機能型居宅介護事業  1,500 万円 

 利用者の心身の状態や希望を踏まえて、一つの事業所

で通所・訪問・短期入所サービスを組み合わせて提供

する民間事業者等に対し、整備費の一部を補助します。 

 【対象件数】1 件 

 【補助基準】1 件当たり 1,500 万円 

2 認知症対応型共同生活介護事業 1 億 5,000 万円 

 認知症高齢者グループホーム（認知症対応型共同生活

介護）を整備する民間事業者等に対し、整備費の一部を

補助します。 

 【対象件数】5 件 

 【補助基準】1 件当たり 3,000 万円 

3 グループホーム防火対策  4,080 万円 

 認知症高齢者グループホームの防火対策を行う民間

事業者等に対し、費用の一部を補助します。 

 
担当課   保健福祉部 高齢福祉課 

課長氏名  外崎 光生  電話５７４４―１２６６ 

 
問合先 

担当者名  松島     電話５７４４―１６３７ 
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【２】高齢者福祉の充実（３）  【２】高齢者福祉の充実（２）  
 

事業名 
 

介護保険指定事業者の指導 

予算額 ６３３万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 

介護給付適正化及び介護サービス事業者指導体制を

強化します。 

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

介護支援専門員（ケアマネジャー）有資格者の非常勤

職員を２名採用し、介護サービス事業者の指導教務を行

います。 
 

【業務内容】 

（１）指導係職員が行う実地指導に同行し、運営基準等

の遵守状況を検査するなどの、介護サービス事業者

への指導、助言業務を行います。 
 

（２）ケアマネジャー２名で各事業者を訪問し、利用者

の状況に応じた適切なプランの作成及び提供状況、

介護報酬請求内容の点検業務を行います。 
 

（３）介護保険に関する利用者及び事業者からの苦情・

相談業務を行います。 

 
担当課   保健福祉部 介護高齢医療課 

課長氏名  菊地 宏明  電話５７４４－１２４８ 

 
問合先 

担当者名  半田     電話５７４４－１３５９ 

 

事業名 認知症高齢者支援事業 

予算額 ４３万円 

 
 

事業の 

ねらい  

認知症高齢者が安心して地域で暮らし続けられるよ

う、認知症サポーターの育成に取り組みます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 認知症サポーター育成  
   認知症サポーターについて広く区民に周知する

一方、１，０００人の認知症サポーター育成を目指

し「認知症サポーター育成講座」を開催します。  
   また、認知症サポーターの地域活動を活性化して

いくため、認知症サポーターに対する講演会や情報

交換の場を設けていきます。  
 
※「認知症サポーター」  

認知症についての知識を持ち、地域で暮らす認知症

の人やその家族を日常の生活場面で支援する区民  
 
 
 

 
担当課   保健福祉部 高齢事業課 

課長氏名  小泉 邦雄  電話５７４４－１２５５ 

 
問合先 

担当者名  小鳥     電話５７４４－１６２４ 
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【２】高齢者福祉の充実（４）  【２】高齢者福祉の充実（５）  
 

事業名 

 

高齢者支え合いネットワーク 

予算額 １８万円 

 
 

事業の 

ねらい  

ひとり暮らし等の高齢者が不安なく元気に暮らして

いくためには、地域社会の中での支え合いが必要です。

区では、大田区地域保健福祉計画（平成 17 年度～21
年度）に基づき、区民参画による支え合いの地域社会を

目指し「支え合いネットワークの促進」に取り組んでき

ました。  
 平成 19 年度までの「調査・検討」の段階から、平成

20 年度「推進」の段階へと事業展開していくため、広

く区民に普及啓発する活動に取り組みます。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 高齢者支え合いネットワークの普及啓発  
 講演会・シンポジウム開催  
   ［参加人数］１５０人 規模  
   ［開催回数］  1 回  
  「支え合いネットワーク」に関し、区民にこの取り

組みへの理解を深めることや、ボランティア等の活動

の担い手を募ることなどを目的に情報発信の場とし

て開催します。  

担当課  保健福祉部 高齢事業課 

課長氏名  小泉 邦雄  電話５７４４－１２５５ 

 
問合先 

担当者名  小山     電話５７４４－１２５７ 

 

事業名 介護予防支援事業推進 

予算額 ９，４４０万円 

 
 

事業の 

ねらい  

介護予防事業が効果的かつ円滑に進められるように、

区独自に介護予防事業の補完施策を実施しています。  
前年度の対象者把握の強化・介護予防事業従事者研

修に加え、平成 20 年度は、医師による介護予防の指導

の実施に取り組みます。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 医師による介護予防指導  
 特定健診等に併せて行う生活機能評価時に、受診

者一人ひとりに対して医師による専門的な立場か

らの介護予防指導を実施します。  
２ 訪問による対象者把握の強化  
   ひとり暮らし高齢者で特定健診等を受診してい

ない方等に対して、看護師が訪問し健診の受診や介

護予防事業への参加勧奨を行い、介護予防事業につ

なげます。  
３ 介護予防従事者研修  
   介護予防事業従事者研修を実施し、区民に対して

直接介護予防を指導・啓発する者のレベルアップ

を図ります。  

担当課  保健福祉部 高齢事業課 

課長氏名  小泉 邦雄  電話５７４４－１２５５  

 
問合先 

担当者名  小鳥     電話５７４４－１６２４ 
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【２】高齢者福祉の充実（６）  【２】高齢者福祉の充実（７）  
 

事業名 介護予防事業〔介護保険特別会計〕 

予算額 ２億５，５４５万円 

 
 

事業の 

ねらい  

高齢者が元気で、自分らしく暮らし続けられるよう、

各種の介護予防事業を実施しています。  
平成 20 年度は、介護予防の普及啓発や事業参加への

勧奨活動の強化を図るとともに、新たに認知症予防の事

業に取り組みます。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

1 通所型介護予防事業  
   特定高齢者の方に①運動器機能向上②栄養改善

③口腔機能向上の介護予防教室を行います。  
２ 訪問型介護予防事業  
   特定高齢者で閉じこもりや認知症、うつ等の症状

があり通所が難しい方には、理学療法士等が訪問し

て介護予防事業を実施します。  
３ 一般高齢者向け介護予防事業  
   特定高齢者に該当しない方に対しては、家庭でも

行える簡易な内容の介護予防教室を開催します。  
４ 平成 20 年度の新たな取り組み  
（１）参加型のミニイベントや老人いこいの家での相談

会などを開催し、普及啓発活動の充実を図ります。

（２）認知症講演会や認知症予防教室（モデル事業）の

実施など認知症予防の事業に取り組みます。  

担当課  保健福祉部 高齢事業課 

課長氏名  小泉 邦雄  電話５７４４－１２５５ 

 

問合先 

担当者名  小鳥     電話５７４４－１６２４ 

 

事業名 
第４期介護保険事業計画の策定 

〔介護保険特別会計〕 

予算額 ７６１万円 

 
 

事業の 

ねらい  

区の介護保険事業を円滑に実施するために、平成 21
年度から 23 年度の 3 か年を第 4 期として介護保険事業

計画を策定します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

本計画は、区の介護保険事業全般にわたり、その基本

となる考え方やサービス量の見込などを定めるもので、

区の介護保険事業運営の基本となる計画であります。  
区では、昨年９月に学識経験者や保健・医療・福祉関

係者、自治会等代表者、公募委員からなる地域保健福祉

計画推進会議介護保険専門部会を立ち上げ、計画策定や

事業運営について検討をいただいております。  
 計画策定においては、専門部会や区民説明会における

ご意見を反映しながら、これまでの介護サービスの給付

実績や、平成 19 年度に実施しました高齢者等への実態

調査結果等をもとに、介護サービスの必要量及び見込量

を推計し、平成 21 年度から 3 年間の介護保険事業費用

の見込みから、第 1 号被保険者の保険料を設定するとと

もに、介護サービスの基盤整備や供給体制の確保のため

の方策を定めます。  

担当課   保健福祉部 高齢福祉課 

課長氏名  外崎 光生  電話５７４４－１２６６ 

 
問合先 

担当者名  背黒      電話５７４４－１２５９  
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【３】子育て支援の充実（２）  【３】子育て支援の充実（1）  
 

事業名 

保育園・児童館等の災害時危険防止対策 
（飛散防止膜付蛍光灯・窓ガラス飛散防止）  

予算額 ８，１７８万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 保育園、児童館等の子育て支援施設において、地震等

災害発生時の危険防止対策として、施設内の照明、窓ガ

ラスに飛散防止のための措置を行います。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 飛散防止膜付蛍光灯    
  子育て支援施設内の照明（蛍光灯）を飛散防止膜付

の蛍光灯に交換します。  
（１） 対象施設  121 施設  

（保育園・児童館・わかばの家・子ども家庭支

援センター）  
（２） 予算額   1,805 万円  
２ 窓ガラス飛散防止  

子育て支援施設内の窓ガラス（強化ガラス等の飛散

防止効果のあるガラスは除く。）に飛散防止フィルム

を貼付します。  
（１）対象施設  118 施設  
   （保育園・児童館）  
（２）予算額   6,373 万円  

 
担当課  こども育成部 子育て支援課 

課長氏名  井上 隆   電話５７４４－１２７１ 

 
問合先 

担当者名  松坂      電話５７４４－１２７２ 

 

事業名 

保育の充実、子育て環境の向上 
（鵜の木保育園の改築、（仮称）久が原一丁目保育園新設）  

予算額 ２億３３１万円 

 
 

事業の 

ねらい  

１  保育園入所の待機児が多い地域である久が原地区に

遊休地を利用し保育園を新設します。  
２老朽化施設の保育環境の向上と待機児解消を図るた

め幼稚園跡地を活用し鵜の木保育園の改築を行います。 
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１（仮称）久が原一丁目保育園の新設計画  
(1) 建設予定地 久が原一丁目１番（旧久が原土木事

務所跡地）  
(2) 計画規模 敷地面積約 1,099 ㎡、  

延床面積約 660 ㎡、地上 2 階建て、鉄骨造  
(3) 工事予定 平成 20 年 3 月着工、11 月中旬竣工  
(4) 開園等  平成 20 年 12 月 1 日 保育定員 60 人  
(5) 予算額  1 億 8,264 万円（H20 年度工事費、備品類） 

２  鵜の木保育園の改築計画  
 (1) 建設予定地 千鳥二丁目 28 番 11 号  

（区立千鳥幼稚園跡地、平成 20 年度末廃止）  
 (2) 計画規模 敷地面積約 1,127 ㎡、  

延床面積約 1,200 ㎡、地上 2 階建て、鉄骨造  
 (3) 建築計画 平成 20 年度実施設計、平成 21 年 8 月

着工、平成 22 年 10 月竣工  
 (4) 開園等 平成 22 年 12 月、保育定員 130 人  
 (5) 予算額 2,067 万円（実施設計費等）  
担当課  こども育成部 子育て支援課 

課長氏名  井上 隆   電話５７４４－１２７１ 

 
問合先 

担当者名  田中     電話５７４４－１６４２ 
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【３】子育て支援の充実（４）  【３】子育て支援の充実（３）  
 

事業名 
 

民間保育園の改修・改築補助 

予算額 １億４,６４２万円 

 
 

事業の 

ねらい  

社会福祉法人等の民間保育園に対し、老朽化した施設

の改築を促進し、定員の見直し等、保育環境の整備を図

る目的で改築費用の一部を補助します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 桐里保育園の改築   3,192 万円  
（1）所在地  
  大田区池上 1 丁目 13 番  
（2）竣工予定 平成 20 年 7 月 31 日  
（3）規模  
 ①現行   延床面積 260.3 ㎡ 定員 64 名  
 ②改築後  延床面積 448.5 ㎡ 定員 80 名  
２ 子供の家保育園の改築  1 億 1,450 万円  
（1）所在地  
  大田区大森東 5 丁目 2 番  
（2）竣工予定 平成 20 年度中  
（3）規模  
 ①現行   延床面積 547.1 ㎡ 定員 92 名  
 ②改築後  延床面積 686.8 ㎡ 定員 99 名  

 
担当課   こども育成部 保育サービス課 

課長氏名  平野 幸枝  電話５７４４－１２７６ 

 
問合先 

担当者名  相馬     電話５７４４－１２７９ 

 

事業名 
 

母子健康診査  
（妊婦健康診査公費負担拡大）  

予算額 ７億１，７３６万円 

 
 

事業の 

ねらい  

区は、妊産婦・乳幼児の疾病の予防・早期発見等母子

保健の向上を目的に、母子保健法に基づく各種健診を実

施しています。  
 平成 20 年度、妊婦健康診査公費負担回数を 14 回に拡

大して実施します。併せて超音波検査は年齢を問わず 1
回実施とし、一層の充実を図っていきます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 拡大内容  
（１） 妊婦健康診査  
  区は、妊婦の健康と、安全な出産のために、定期的

な健診について、一部公費負担を実施しています。平

成 20 年度、初回検査と 2 回目以降合わせて 14 回の

公費負担を実施します。（19 年度  前期・後期各 1 回） 
 予定者数 延 72,200 人（19 年度 延 10,400 人）  
（２）超音波検査  
  平成 20 年度、年齢を問わず 1 回の公費負担を実施

します。（19 年度 35 歳以上 1 回）  
 予定者数 6,000 人（19 年度 1,000 人）  
2 平成 20 年度予算概要  
 妊婦健康診査 5 億 9,141 万円  
担当課  保健福祉部 計画調整課(地域保健担当課長) 

課長氏名  宇佐見 衛  電話５７４４－１２６１ 

 
問合先 

担当者名  飯田     電話５７４４－１２６５ 
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【４】区民の健康づくり（２）  【４】区民の健康づくり（１）  
 

事業名 
 

肝炎ウイルス検査（保健所）の実施 

予算額 ５１４万円 

 
 

事業の 

ねらい  

B 型及び C 型肝炎ウイルスに感染している可能性の

ある方に対して、地域の医療機関で肝炎ウイルス検査の

機会を提供し、早期発見、早期治療につなげることを目

的としています。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

区内在住の 15 歳以上 39 歳以下の方で B 型及び C 型

肝炎ウイルスに感染している可能性のある方を対象に、

平成 20 年度対応として、肝炎ウイルス検査を医師会に

委託して実施します。  
保健所の検査事業として実施するもので、本人の申込

みにより受診いただくものです。一人１回に限り区が検

査費用を負担します。  
なお、40 歳以上で他の制度で検査を受ける機会がな

い方も対象となります。  
 

 
担当課   保健所 健康推進課  

課長氏名  宇佐見 衛  電話５７４４－１２６１ 

 
問合先 

担当者名  島貫      電話５７４４－１２６３ 

 

事業名 
 

生活習慣病健康診査の充実 
（乳がん検診 8,000 人他）  

予算額 １６億６，３９８万円 

 
 

事業の 

ねらい  

区は、健康診査やがん検診など各種健診を実施し、「区

民の健康づくり」を支援しています。  
 平成 20 年度、健康増進法に基づく健康診査事業の新

しい実施体制を確立するとともに、乳がん検診の予定数

を拡大し、一層の充実を図っていきます。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

1 充実を図る健診内容  
（2） 健康診査  

①  医療保険未加入者を対象に特定健診に準じる健診

を実施します。予定者数 5,000 人  
②  胸部エックス線検査を引き続き実施します。  

予定者数 141,000 人  
③  特定健診の対象外とされた検査項目について、追

加して引き続き実施します。予定者数 96,000 人  
（２）乳がん検診  
 予定数を増やして実施します。予定者数 8,000 人  

（19 年度 6,000 人）  
２ 平成 20 年度予算概要  
（１） 生活習慣病基本健康診査 8 億 9,886 万円  
（２） 乳がん検診 9,744 万円  
担当課  保健福祉部 計画調整課(地域保健担当課長) 

課長氏名  宇佐見 衛 電話５７４４－１２６１ 

 
問合先 

担当者名  飯田     電話５７４４－１２６５ 
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【４】区民の健康づくり（４）  【４】区民の健康づくり（３）  
 

事業名 
 

健康入浴大学（パイロット事業）  

予算額 ２２万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 区内の公衆浴場を活用して、高齢者を対象に入浴を通

じての健康増進を図ります。入浴効果の講義、健康体操、

血圧測定などを実施します。             

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

平成 20 年度までの２か年計画として、区内の 70 か

所以上ある公衆浴場のうち、8 か所を会場として出前型

の「健康入浴大学」を実施します。  
１ 対象者：区内のおおむね 65 歳以上の高齢者  
２ メニュー：  

(1)血圧測定、健康相談  
(2)転倒予防・認知症予防の講義  
(3)体操・指運動・ゲーム等  

３ 講師：地域行政センターの保健師  
理学療法士等（外部）  

 
浴場の営業時間前の午後の時間帯を利用し、講習会終了

後、楽しく入浴をしてもらいます。  

 
担当課   保健所 健康推進課 

課長氏名  宇佐見 衛  電話５７４４－１２６１ 

 
問合先 

担当者名  塚本     電話５７４４－１２６３ 

 

事業名 
 

小規模企業健診助成の新設  

予算額 ２億８４６万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 従業員数 29 人以下の小規模企業等が労働安全衛生法

上の健康診断を実施した場合、その企業等に健診費用の

一部を助成して、小規模企業等で働く従業員の健康管理

を支援します。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

1 対象企業等  
大田区内に本社を有する、従業員数 29 人以下の小規  

模企業等が、労働安全衛生法上の健康診断を実施した

場合に対象となります。但し、法人事業税が課税され

ていない等の申請要件があります。また、助成の対象

とする従業員は大田区在住の方とします。  
2 助成費用  

健康診断を受診した従業員一人に付き 4,000 円を  
助成します。健診終了後、領収書等の必要書類を添付  
して助成の申請をしていただきます。  

3 実施規模  
   助成対象企業等     14,800 か所  

助成対象従業員数   52,080 人  
 

 
担当課  保健福祉部 計画調整課 

課長氏名(地域保健担当課長)宇佐見 衛 電話 5744－1261 

 
問合先 

担当者名(保健所健康推進課)落合   電話 5744－1262 
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【５】未来を担う子どもたちのために（２）  【５】未来を担う子どもたちのために（１）  
 

事業名 
(仮称)新おおた教育推進プラン策定 

小中一貫教育の検討 

予算額 ２３５万円 

 
 

事業の 

ねらい  

子どもたちを取り巻く状況が大きく変化し、教育改革

論議が深まる中、子どもたちの生きる力を育み、未来を

切り拓く新たな教育施策を展開します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

【(仮称)新おおた教育推進プランの策定】 

 計画立案に向け検討会を設け、大田区の教育の現状を

調査・分析し、(仮称)新おおた教育推進プラン(原案)

を策定します。 

  

【小中一貫教育の検討】 

 現在、様々な形で展開されている小中一貫教育につい

て、それぞれの教育効果・運営方法等を調査・分析しま

す。 

 小中一貫教育検討委員会を設け、各自治体で実施して

いる状況・効果等を検証し、大田区における小中一貫教

育のありかたについて検討します。  

 
担当課 教育委員会事務局 庶務課 

課長氏名  平山 政雄  電話５７４４－１４２１ 

 
問合先 

担当者名  玉田      電話５７４４－１４２２ 

 

事業名 
学習指導等特別講師の配置 

学習効果測定の実施 

予算額 ７，５５２万円 

 
 

事業の 

ねらい  

学校に学習指導等特別講師を配置し、授業の支援や補

習等を行い、児童・生徒の学力向上を図ります。また、

全小中学校において学習指導の効果測定を行い、授業改

善や学力向上を推進するための基礎資料とします。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 学習指導等特別講師の配置（４，３８７万円）  
 教員免許を有する人や学習指導に関心を持つ人を非

常勤職員として採用します。  
 
２ 学習効果測定の実施（３，１６５万円）  
 小学校第４学年以上、中学校全学年に学習効果測定を

行います。小学校は、国語、算数、理科、社会を、中

学校は国語、数学、理科、社会、英語（中学１年生は

英語を除く）の教科で効果測定を実施します。実施時

期は年度初めとします。  

 
担当課   教育委員会事務局 指導室 

課長氏名  鈴村 邦夫  電話５７４４－１４３４ 

 
問合先 

担当者名  竹下      電話５７４４－１４３６ 
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【５】未来を担う子どもたちのために（４）  【５】未来を担う子どもたちのために（３）  
 

事業名 外国人、帰国児童・生徒日本語特別指導の充実 

予算額 ３，４９６万円 

 
 

事業の 

ねらい  

日本語の読み書き能力が十分でなく、授業を理解する

ことが困難な外国人、帰国児童・生徒に対して、日本語

の指導を行い、日本における生活や学校での学習に対す

る適応力を高めます。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

日本語の指導を必要とする児童・生徒を対象とした

日本語指導教室を設置し、対象者の状況に応じて通級指

導や在籍校への講師派遣を行います。  
指導時間は１人あたり６０時間を限度とします。対象

となる児童・生徒数は１１０人が見込まれています。  

 
担当課   教育委員会事務局 指導室 

課長氏名  鈴村 邦夫  電話５７４４－１４３４ 

 
問合先 

担当者名  中村     電話５７４４－１４３６ 

 

事業名 中学校部活動外部指導員の充実 

予算額 ２，２８８万円 

 
 

事業の 

ねらい  

次代を担う子どもたちが、集団活動を通して生活規律

を学ぶとともに、体力の向上や探究心の向上が図れるよ

う、青少年の文化・スポーツ活動を支援しています。特

に、中学生の部活動について、生徒により高い技術的指

導が提供できるように、校外指導員の充実を図ります。 
 

事業概要 

 
 
 
 

 

中学校部活動外部指導員報償費 

２０年度  ２，２８８万円 

（１９年度  １，１４４万円） 

 

 
担当課  教育委員会事務局 社会教育課 

課長氏名  柿本 伸二 電話 ５７４４－１４４６ 

 
問合先 

担当者名  近藤     電話 ５７４４－１４４５ 
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４ 地球環境にやさしいまちづくり 【１】緑化の推進（１）  【５】未来を担う子どもたちのために（５）  
 

事業名 羽田中学校の改築 

予算額 ３億６，４６２万円 

 
事業の 

ねらい  
老朽化した建物を改築し、生徒に対する学習環境の充実

を図りま 

 

事業概要 

 
 
 
 

これからの時代を担う子どもたちの学びの場として、

少人数学級等多様な学習形態に対応するほか、ランチル

ーム、武道場を設置します。 

また、環境配慮型のエコスクールを目指し、高効率の

設備の導入や屋上緑化のほか、学校施設で初めて太陽光

エネルギーを活用した発電設備を設置し、その効果を検

証します。 

 改築工事期間中は、既存校舎・体育館を使用して授業

を行い、完成後解体します。 

所在地：東糀谷 6-10-12 

改築規模：校舎＝鉄筋コンクリート造地上 5 階建て 

     体育館＝鉄筋コンクリート造地上 5 階建て 

延べ床面積：9,894 ㎡ 

（スケジュール） 

 20 年度～22 年度  校舎・体育館改築工事 

 23 年度      プール・外構工事 

担当課  教育委員会事務局 施設担当課 

課長氏名  玉川 一二 電話 ５７４４－１４３０ 

 
問合先 

担当者名  岡元     電話 ５７４４－１３９９ 

 

事業名 
 

こらぼ大森グランド緑化  

予算額 ３，９１１万円 

 
 

事業の 

ねらい  

「こらぼ大森」のグラウンドを芝生化し、地域との協働

による芝生の維持管理を実践することにより、地域コミ

ュニティーの活性化による地域力の向上と緑化の推進

を図ります。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

事業内容  
 芝生化予定面積 約 2､000 ㎡  
 土壌改良､配水管工事､養生等含めて約５ヶ月を予定。 
   ・工事費   ３，５０５万円  
   ・備品等     ４０６万円  
 
 

 
担当課 大田北地域行政センター 大森西特別出張所 

課長氏名 市野 由香里  電話３７６４－６３２１ 

 
問合先 

担当者名 落合      電話３７６４－６３２１ 
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【１】緑化の推進（３） 【１】緑化の推進（２） 

 

事業名 小中学校壁面、屋上緑化 

予算額 ８，７９９万円 

 

 

事業の 

ねらい 

地球にやさしいまちづくりや児童生徒の環境教育を

進めるため、学校施設を活用した緑化を推進します。 

 

事業概要 

 

 

 

 

 

 

１壁面緑化   

校舎の壁面から約１ｍ離した位置にネットを敷設

して、植物を登はんさせます。 

小学校４校   ２,７３７万円 

       

２屋上緑化 

校舎屋上に雨水を貯めるトレーと軽量の土壌パレ

ット設置し、その上に植物を植えます。 

中学校４校   ６,０６２万円 

 

※実績 平成１８・１９年度   

壁面緑化：小学校８校  

    屋上緑化：中学校８校 

 
担当課 教育委員会事務局 施設担当課 

課長氏名  玉川 一二  電話５７４４－１４３０ 

 
問合先 

担当者名  上村      電話５７４４－１３９９ 

 

事業名 校庭芝生化 

予算額 ８，１８５万円 

 

 

事業の 

ねらい 

 広い敷地を有する学校の校庭を芝生化することで、ヒ

ートアイランド対策ととともに、児童生徒に対する環境

学習の充実を図ります。 

 

事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

１新規工事 

  ２校    ７,９１４万円 

     概ね３，０００㎡（予定） 

 

２既設校維持管理支援 

新宿小学校・平成１９年度整備 

専門業者へ定期点検・管理指導を委託します。 

         ２７１万円 

※日常の管理などは、学校、ＰＴＡ、自治会・町会等に

よる維持管理組織の協力により実施します。 

 

 

 

 

 
担当課 教育委員会事務局 施設担当課 

課長氏名  玉川 一二  電話５７４４－１４３０ 

 
問合先 

担当者名  長谷川    電話５７４４－１３９９ 
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【２】緑あふれる公園の整備（２）  【２】緑あふれる公園の整備（１）  
 

事業名 

都市計画公園の整備  
大森ふるさとの浜辺公園の整備 

予算額 ４，９４１万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 公園利用者から要望の強い日除け施設や大型複合遊

具などを新たに整備して、利用者へのサービス向上と公

園の魅力アップを図る。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 日除け施設整備工事        2，941 万円

パーゴラ、テーブル等の日除け休憩施設 4 箇所  
                   

２ 複合遊具等整備工事        2，000 万円

23 区最大級のローラー滑り台を併設する大型複合

遊具とベンチ等の休憩施設を整備する。  
                     

 
担当課  大田北地域行政センター まちなみ整備 

課長氏名  廣瀬 達志  電話５７６４－０６２６ 

 
問合先 

担当者名  石橋     電話５７６４－０６３１ 

 

事業名 

都市計画公園の整備  
（仮称）北馬込一丁目公園の整備 

予算額 ７，９８８万円 

 
 

事業の 

ねらい  

区民に潤いと安らぎの空間を提供するため、都市計画

公園として整備する。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

総面積約２ ,２４６㎡を整備する。  
整備内容としては、防災機能を有する広場・園路の整備

及び遊具・休憩施設・公園便所・運動設備などを設置

する。  

 
担当課  大田北地域行政センター まちなみ整備 

課長氏名  廣瀬 達志  電話５７６４－０６２６ 

 
問合先 

担当者名  山本     電話５７６４－０６３１ 
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【２】緑あふれる公園の整備（４）  【２】緑あふれる公園の整備（３）  
 

事業名 

都市計画公園の整備  
田園調布せせらぎ公園の整備 

予算額 ９億５，７８２万円 

 
 

事業の 

ねらい  

区民生活に安らぎを与える「潤い空間づくり」を進

めます。  
〔田園調布せせらぎ公園〕  
用地を段階的に取得し、区内に残された貴重な緑地空

間を保全するとともに公園として整備します。  
事業概要 

 
 
 
 
 
 

所在地 大田区田園調布一丁目 53 番  
拡張用地購入 田園調布一丁目 53 番１  2621.43 ㎡

拡張用地購入 田園調布一丁目 30 番 45,50 193.70 ㎡

不動産鑑定委託  
第 2 期整備基本設計委託  
整備工事  

担当課  大田西地域行政センターまちなみ整備課 

課長氏名  菅 三男   電話３７２２－３１１９ 

 
問合先 

担当者名  宮部     電話３７２１－１５４６ 

 

事業名 

都市計画公園の整備  
上池台小池公園の整備  

予算額 １億５，９００万円 

 
 

事業の 

ねらい  

区民生活に安らぎを与える「潤い空間づくり」を進め

ます。  
〔上池台小池公園〕  
区内に残された貴重な池を再生し、親水性豊かな公園

として整備します。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 

所在地 大田区上池台一丁目 36 番  
面積  11,110.03 ㎡  
整備工事２期目（公園施設整備）  

担当課  大田西地域行政センターまちなみ整備課 

課長氏名  菅 三男  電話３７２２－３１１９ 

 
問合先 

担当者名  馬場    電話３７２２－３１１６ 
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【２】緑あふれる公園の整備（５）  【２】緑あふれる公園の整備（６）  
 

事業名 

都市計画公園の整備  
多摩川台公園の整備  

予算額 ９００万円 

 
 

事業の 

ねらい  

区民生活に安らぎを与える「潤い空間づくり」を進

めます。  
〔多摩川台公園〕  
公園に隣接し取得した用地に園路・植栽を整備します。

 
 

事業概要 

 
 
 
 
 

所在地 大田区田園調布一丁目 63 番  
増設面積  383.13 ㎡  
整備工事  

担当課  大田西地域行政センターまちなみ整備課 

課長氏名  菅 三男  電話３７２２－３１１９ 

 
問合先 

担当者名  馬場    電話３７２２－３１１６ 

 

事業名 

都市計画公園の整備  
洗足池水路整備  

予算額 ５，４００万円 

 
 

事業の 

ねらい  

区民生活に安らぎを与える「潤い空間づくり」を進め

ます。  
〔洗足池水路整備〕  
洗足池の主な水源である水路を自然豊かな散策路と

して整備します。  
事業概要 

 
 
 
 
 
 

所在地 大田区南千束二丁目 15 番から 12 番先  
延長 125 ｍ  
整備工事  

担当課  大田西地域行政センターまちなみ整備課 

課長氏名  菅 三男  電話３７２２－３１１９ 

 
問合先 

担当者名  馬場    電話３７２２－３１１６ 
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【３】環境にやさしい基盤整備（１）   
 

事業名 
 

道路改良事業（再生材の活用） 

予算額 ７億８，６１０万円 

 
 

事業の 

ねらい  

清掃工場で発生する焼却灰を溶解処理して生成され

るスラグを、アスファルト・コンクリート舗装の材料と

して再利用することにより廃棄物の減量化を図り、環境

に配慮していきます。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

再生材の活用  
清掃工場で発生する焼却灰を溶解処理して生成され

るスラグのうち 226 ｔを、区道の道路改良事業のアスフ

ァルト・コンクリートの材料として再利用します。この

ことで、最終処分場に持ち込む廃棄物の減量化を図り、

環境に配慮していきます。  
問合先 まちづくり推進部 まちづくり課  

  課長 佐々木 茂樹 電話 ５７４４－１３３１  
  担当 明立       電話 ５７４４－１３０４  
  
各センターの道路改良の概要  

大田北地域行政センター管内  
安全・快適な歩・車道整備を行います。  

箇所：山王二丁目 26 番から 18 番先他７件  
予算額：２億３，２０５万円  
延長 ：1,960 ｍ（面積 9,107 ㎡）  

問合先 大田北地域行政センター まちなみ整備課  
  課長 廣瀬 達志  電話 ５７６４－０６２６  

 担当 中野      電話 ５７６４－０６３１  
 
大田西地域行政センター管内  

箇所 ：田園調布五丁目 45 番から 47 番先他 10 件  
予算額：１億８，３４９万円  
延長 ：1,230 ｍ（面積 5,723 ㎡）  

問合先 大田西地域行政センター まちなみ整備課  
 課長 菅  三男  電話 ３７２２－３１１９  
 担当 馬場     電話 ３７２２－３１１６  

 
大田南地域行政センター管内  
 箇所 ：西蒲田一丁目19番から四丁目7番先他４件 

予算額：１億７，９０２万円  
延長 ：1,925 ｍ（面積 7,810 ㎡）  

問合先 大田南地域行政センター まちなみ整備課  
課長 吉田 博   電話 ５７１３－２００５  

  担当 須山     電話 ５７１３－２００７  
 

大田東地域行政センター管内  
箇所 ：羽田二丁目 28 番から 31 番先他 6 件  
予算額：１億９，１５４万円  
延長 ：2,200 ｍ（面積 13,396 ㎡）  

問合先 大田東地域行政センター まちなみ整備課  
 課長 狩野 公明  電話 ３７４１－３１５４  

  担当 寺林     電話 ３７４１－３１６９  
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【３】環境にやさしい基盤整備（２）  【３】環境にやさしい基盤整備（３）  
 

事業名 
 

桜のプロムナードの整備  

予算額 ４，９３５万円 

 
 

事業の 

ねらい  

洗足池から洗足流れ、馬込の桜並木、内川河口に至る

区間を水と緑のゆとりある連続性を持った緑道として

散策路整備を行います。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 内川護岸耐震補強工事（都施工）・護岸補修工事（区

施工）の完了に伴い、拡幅された側道部の整備工事を行

います。  
道路改修整備工事（桜のプロムナード） 2,835 万円  
（内川橋～新橋の右岸）  
（大森橋～内川橋の両岸）  
 
道路改修整備工事（桜のプロムナード） 2,100 万円  
（弐之橋～諏訪橋の左岸）  

 
担当課 大田北地域行政センター まちなみ整備課 

課長氏名  廣瀬 達志  電話５７６４－０６２６ 

 
問合先 

担当者名  中野     電話５７６４－０６３１ 

 

事業名 
 

水と緑の散策路整備  

予算額 ８,５３７万円 

 
 

事業の 

ねらい  

多摩川の川沿いを散策できる遊歩道として整備し、  
潤いの場を創出します。あわせて、車道の改良も行いま

す。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

アスファルト舗装工事  
地域の準幹線道路である多摩川堤防上の通りの交通

環境を安全で快適なものにするため、歩行者・自転車に

はガードレール等で車道と分離し、植栽を配した散策歩

道を整備するとともに、経年による路面損傷の著しい車

道の舗装一新工事を行います。  
 
なお、これは平成 20・21 年度 2 か年の事業です。平

成 20 年度は約 1,000 ｍのうち 500 ｍ程度を整備工事し

ます。  
 

大田南地域行政センター管内  
 箇所 ：西六郷二丁目33番から三丁目32番先 

延長 ：約 500 ｍ  
 

 
担当課 大田南地域行政センター まちなみ整備課 

課長氏名  吉田 博  電話５７１３－２００５ 

 
問合 先 

担当者名  須山    電話５７１３－２００７ 
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【４】環境にやさしい施設整備（２）  【４】環境にやさしい施設整備（１）  
 

事業名 

庁舎・公共施設の省エネ化 
（１）本庁舎照明の省エネ化  

予算額 １,１９０万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 照明器具の更新をすることによって、本庁舎の照明使

用電力を約３５％削減し、ＣＯ２等の発生量を抑制し、

地球温暖化防止対策を講じます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 本庁舎は、平成２０年で改修から１０年が経過し、照

明器具の更新時期が迫っています。  
 これを機に、照明器具を省エネ型に更新することによ

って、照明の電力使用量を約３５％削減します。ＣＯ２

排出量で換算すると、年間約２３ ,０００㎏の削減がで

きます。  
 実施計画は、初年度（２０年度）１ブロックのみ施工

し、効果を測定・検証した上で、次年度から、単年度あ

るいは複数年で施工する計画をたて、全面実施する予定

です。  

 
担当課  経営管理部 総務課 

課長氏名  伊藤 勝康  電話５７４４－１１４１ 

 
問合先 

担当者名  星        電話５７４４－１１４７ 

 

事業名 

庁舎・公共施設の省エネ化 
（２）空調機の省エネルギー化、各施設における

省エネルギー化 
予算額 ３億１,６１８万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 区有施設から発生する温暖化ガスの削減に率先して

取り組み、カーボンマイナス都市づくりを推進すると共

に、環境にやさしい施設整備を目指します。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

【設備システムの高効率化】  
 空調機器は省エネルギーの目標基準を達成した高効

率空調機器の採用により、CO2 排出量の削減に取り組

みます。  
 また、本庁舎の蛍光灯器具の一部について試行的にエ

ネルギー消費効率の良いものに替え検証して次年度以

降の導入を考えてまいります。  
 これらは、「エネルギーの使用の合理化に関する法律」

いわゆる「省エネ法」で指定する「特定機器」であり、

その中で最も省エネ性能が優れている機器基準以上（ト

ップランナー基準）の性能を有する機器です。  

 
担当課   経営管理部 施設管理課 

課長氏名  荒井 昭二  電話５７４４－１３９５ 

 
問合先 

担当者名  伊東     電話５７４４－１３９７ 
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 【５】環境配慮型経営及び環境意識啓発の充実（１） 

 

事業名 
 

エコアクション２１取得支援  

予算額 １０４万円 

 
 
 
 
  

 

事業の 

ねらい  

 環境への取り組みを取引の条件とする企業が多くな

る中で、大田区の企業も環境への配慮に取り組もうとす

る企業が増えてきました。  
企業は、環境への取り組みを行うことで、発注企業へ

の信頼性の向上を図ることができ、販路拡大と経営基盤

の強化につなげることができます。  

 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１ 環境啓発セミナー  
 エコアクション２１の認証取得の促進や、REACH 規制

（※1）や RoHS 指令（※2）といった環境規制に対する

情報提供を行うための講演会やセミナーを開催します。

２ エコアクション２１認証取得助成  
 エコアクション２１認証取得にかかる経費のうち、コ

ンサルタント費を除く取得経費の２分の１（上限 10 万

5 千円）を助成します。  
 
※1 REACH 規制…EU 諸国における化学物質使用の規制  

※2 RoHS 指令  …電気電子機器に含まれる有害物質（鉛、水銀

など）の使用制限。国によって基準が異なり、

日本の規制に適合しても EU で不適合になる

こともある。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
担当課   産業経済部（財団法人大田区産業振興協会）

課長氏名  近藤 倫生   電話３７３３－６４３５ 

 
問合先 

担当者名  田口       電話３７３３－６１４４ 
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 【５】環境配慮型経営及び環境意識啓発の充実（２） 

 

事業名 区民との協働による地球温暖化対策の推進 

予算額 ４０９万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 「大田区地球温暖化対策地域推進計画」に基づいた取

組を具体化するため、区民や事業者が参加する協議会を

設置運営します。また 省エネ・温暖化防止策を広く区

民へ普及するための事業を実施します。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

１  地球温暖化対策地域協議会の運営支援業務委託事業

 協議会では、行動指針を策定し、区民や事業者との

連携による幅広い取組を進めます。これらを効率的か

つ効果的に行うために、他自治体で協議会運営経験の

ある専門機関へ運営支援業務を委託します。  
（１）開催回数  年 4 回  
（２）委員 公募区民・町会代表・事業者・NPO など

（３）協議会での検討内容  
  地球温暖化について、区民や事業者が連携しながら

具体的な対策を進めるための話し合いを行います。

（４）協議会運営支援業務委託内容  
①協議会開催支援  
②個別行動指針等検討  
③協議会運営支援  

 
 

 

 
 
 
 
 

 
２ 緑のカーテン普及啓発事業  

 つる性の植物を窓の外に這わせることは、夏の強い

日差しを和らげ、室温の上昇を抑える効果がありま

す。これにより、冷房使用を抑え、エネルギーの使用

抑制を図るとともに緑による二酸化炭素の固定化も

できます。  
（１） 緑のカーテン普及講演会の実施  
   夏期に緑のカーテンを完成するには、春に種まき

を実施する必要があるため、講演会を春に開催しま

す。講師には、緑のカーテンを実施している NPO
法人の方を予定しています。  

（２）朝顔の種の配付  
   講演会参加者へ朝顔の種を配付し、実践を促しま

す。  
（３） 緑のカーテン実践者の紹介  
   既に緑のカーテンを実践している区民や講演会

参加者の緑のカーテンを環境イベントや HPで紹介

し、区民へ広く周知していきます。  
 

 
担当課  まちづくり推進部 環境保全課 

課長氏名  榎田 隆一  電話５７４４－１３６１ 

 
問合先 

担当者名  西川      電話５７４４－１３６２ 
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【５】環境配慮型経営及び環境意識啓発の充実（４） 

 

事業名 湧水マップの作成 

予算額 １０万円 

 

【５】環境配慮型経営及び環境意識啓発の充実（３） 

 

事業名 
 

カッティングカーの導入  

予算額 １８７万円 

 
 

事業の 

ねらい  

 環境学習は年々盛んになっています。清掃車にふれる

機会を増やし、児童や生徒の環境意識の涵養に更に効果

を上げます。また、Ota ふれあいフェスタ等で区民への

清掃事業 PR やごみ減量啓発活動に活用します。  
 

事業概要 

 
 
 
 
 
 

 廃車予定の清掃車両をカッティングカーに改造して、

啓発事業用として活用します。  
１使用車両  
  平成 20 年度廃車予定清掃車両 CNG 車 1 台  
２改造概要  
  ボディー（荷箱）の側面をくりぬき、アクリル板を

取り付け、ごみが積み込まれる様子を見えるようにし

ます。  
 
 
 
                   イメージ画  

 
担当課   清掃部 清掃リサイクル課 

課長氏名  下遠野 茂  電話５７４４－１６３１ 

 
問合先 

担当者名  浜畑      電話５７４４－１３７４ 

 

 

 
 

事業の 

ねらい  

区内に残る湧水周辺の自然環境は、都市の中で貴重な

オアシスとなっています。この湧水周辺地区の開発の際

に湧水があることを周知し、湧水の保全についての配慮

を促すため、マップの作成を行います。  
 

事業概要 

 
 
 
 

 以下のとおり湧水マップを作成します。  
仕様：A3 再生コート紙 1 枚  二つ折り A4 サイズ 4 ペー

ジ、２色刷、両面印刷  
内容：湧水地点図、写真、解説等  
部数：1000 部  

 
担当課 まちづくり推進部 環境保全課 

課長氏名  榎田 隆一  電話５７４４－１３６１ 

 
問合先 

担当者名  田中     電話５７４４－１３６３ 
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